
安全 快適 最新設計
補助脚電動装置は単純なボタン操作で補助脚の昇降

を可能にしたモーター操作の装置です

特徴：
・オーストラリアで設計、テスト、製造されている装置
・メンテナンスフリー
・北米・豪州で幅広く活躍
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コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
ここまで来た天然ガストラック新時代【天然ガス自動車普及政策の転換と再構築の提
言】…３面／トラック運送事業者のための経営のヒント【「積合せ」から「組合せ」への転
換】／食の新旧街道を行く【冬野菜の道①「雪の下で生まれる『雪菜』」】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,737 106.4%

一　般 ― 102.5%
宅配便（千個） 352,144 109.7%

輸送統計
平成28年11月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
普通 中型 大型 計
12

（−5）
88

（−3）
132

（−32）
232

（−40）

交通事故死者数（人）
1月31日現在 2月13日現在

282
（−67）

398
（−72）

全国の死亡
事故件数

3,381
（−212）

平成28年11月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

2/15〜3/14  9855
3/15〜4/14  3516

4・5
�＜新春特集④＞
��トラック運送業界における��
従業員満足度アップを目指して
����㈱マキタ運輸（宮崎県）

6・7
�＜高校新卒者採用特集②＞
・�将来の業界を担う人材を
育てるために
�希望が丘高等学校（福岡県）

「自動車のプロ」を育てるべくプログラムされた、
希望が丘高等学校の実習のカリキュラム

8 ・��国交省・平成28年度パイロ
ット事業（実証実験）実施
集団選定状況

２・３
・�トラック協会ニュース
・�官公庁ニュース（国交省等）

　

同
日
は
ま
ず
︑
各
地
方
協

議
会
に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
の
進
捗
状
況
を
報
告
︒

47
都
道
府
県
全
て
で
実
証
実

験
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
と
︑

代
表
的
な
例
と
し
て
︑
拘
束

時
間
を
約
２
～
３
時
間
削
減

し
た
福
島
県
で
の
取
り
組
み

を
は
じ
め
︑
受
付
予
約
シ
ス

テ
ム
の
活
用
や
荷
役
の
統
一

パ
レ
ッ
ト
化
な
ど
に
よ
り
︑

拘
束
時
間
の
削
減
を
目
指
す

山
梨
県
で
の
取
り
組
み
︑
ま

た
︑
両
側
か
ら
荷
役
で
き
る

よ
う
に
ホ
ー
ム
を
拡
張
し
︑

荷
待
ち
時
間
の
短
縮
を
目
指

す
富
山
県
で
の
取
り
組
み
の

３
例
に
つ
い
て
事
務
局
が
説

明
し
た
︵
８
面
に
掲
載
︶︒

　

運
賃
・
料
金
問
題
に
関
し

て
は
︑
昨
年
12
月
の
第
２
回

検
討
会
に
お
け
る
議
事
の
内

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
平
成
29
年
２
月
１
日
㈬

か
ら
︑﹁
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ

タ
ー
補
助
金
﹂
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
る
が
︑
い
よ
い

よ
締
め
切
り
が
２
月
24
日
㈮

に
迫
っ
て
い
る
︒

　

同
補
助
金
は
︑
国
土
交
通

省
の
平
成
28
年
度
第
２
次
補

正
予
算
に
よ
り
﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
生
産
性
向
上
促
進

事
業
﹂
と
し
て
実
施
さ
れ
る

も
の
で
︑
全
ト
協
が
執
行
団

体
と
な
る
も
の
︒
補
助
額
は

１
台
当
た
り
垂
直
式
・
ア
ー

ム
式
に
つ
い
て
は
15
万
円
︑

後
部
格
納
式
・
床
下
格
納
式

に
つ
い
て
は
30
万
円
︒な
お
︑

新
品
を
新
た
に
購
入
し
た
場

合
の
み
対
象
と
な
る
︒

　

当
該
装
置
搭
載
車
の
所
有

者
（
保
有
車
両
数
５
台
以
上

の
運
送
事
業
者
ま
た
は
リ
ー

ス
事
業
者
）が
申
請
可
能
で
︑

１
運
送
事
業
者
当
た
り
の
補　

平
成
26
年
12
月
１
日
に

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
輸

送
安
全
規
則
（
省
令
）﹂
が

一
部
改
正
・
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
︑
従
来
か
ら
運
行

記
録
計
（
タ
コ
グ
ラ
フ
）
の

装
着
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

た
︑﹁
車
両
総
重
量
８
㌧
以

上
ま
た
は
最
大
積
載
量
５
㌧

以
上
﹂
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

加
え
︑﹁
車
両
総
重
量
７
㌧

以
上
ま
た
は
最
大
積
載
量
４

㌧
以
上
﹂
の
ト
ラ
ッ
ク
に
お

い
て
も
︑
タ
コ
グ
ラ
フ
の
装

着
義
務
付
け
が
拡
大
さ
れ
た
︒

　

ア
ナ
ロ
グ
式
ま
た
は
デ
ジ

タ
ル
式
の
タ
コ
グ
ラ
フ
が
対

象
と
な
り
︑
新
車
は
既
に
27

年
４
月
以
降
︑
装
着
が
義
務

助
台
数
は
３
台
ま
で
︒
ま
た
︑

機
器
の
導
入
対
象
期
間
は
︑

平
成
28
年
８
月
24
日
か
ら
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
で
︑

同
期
間
内
に
導
入
が
完
了

し
︑
か
つ
支
払
い
が
全
て
完

了
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と

な
る
︒

　

な
お
︑
補
助
対
象
と
な
る

型
式
に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

で
公
表
し
て
お
り
︑
２
月
13

日
現
在
で
11
社
２
７
０
型
式
︒

　

申
請
受
付
は
全
ト
協
へ
の

郵
送
の
ほ
か
︑
所
属
す
る
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
窓
口

で
も
受
け
付
け
る
︒
詳
細
は
︑

全
ト
協
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
の
募
集

要
領
お
よ
び
Ｑ
＆
Ａ
を
参
照

さ
れ
た
い
︒
な
お
︑
予
算
額

は
約
３
・
６
億
円
で
︑
補
助

金
申
請
額
が
予
算
額
を
超
過

し
た
場
合
︑
補
助
金
が
交
付

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
︒

付
け
さ
れ
て
お
り
︑
ま
た
︑

そ
の
他
の
既
存
車
両
に
つ
い

て
は
︑
29
年
４
月
１
日
か
ら

の
義
務
付
け
と
な
る
︒

　

こ
の
た
め
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
は
︑﹁
運
行
記
録

計
に
よ
る
記
録
違
反
は
30
日

間
の
車
両
使
用
停
止
処
分
と

な
る
﹂
と
指
摘
し
︑﹁
現
在

未
装
着
の
使
用
中
の
車
両
に

も
３
月
31
日
ま
で
に
運
行
記

録
計
を
装
着
す
る
必
要
が
あ

る
﹂
と
呼
び
か
け
る
広
報
活

動
を
展
開
し
て
お
り
︑
今
号

の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
も
︑

早
期
装
着
を
呼
び
か
け
る
チ

ラ
シ
を
折
り
込
ん
で
い
る
︒

　

国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働
省
に
よ
る
第
５
回

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時

間
改
善
中
央
協
議
会
﹂
お
よ
び
第
４
回
﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
の
生
産
性
向
上
協
議
会
﹂が
２
月
１
日
︑

国
交
省
で
開
催
さ
れ
︑
47
都
道
府
県
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
の
進
捗
状
況
の
ほ
か
︑
運
賃
・
料
金
問
題

の
検
討
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青

年
部
会（
山
本
明
徹
部
会
長
）

は
２
月
３
日
︑
希
望
が
丘
高

等
学
校
（
福
岡
県
中
間
市
）

習
用
ト
ラ
ッ
ク
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
を
受
け
︑
青
年
部

会
で
は
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
と
し
て
︑
青
年
経
営
者
か

に
て
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク

寄
贈
式
を
行
っ
た
︒

　

全
国
の
自
動
車
教
育
課
程

を
有
す
る
高
校
で
︑
整
備
実

ら
の
募
金
を
原
資
に
︑
平
成

27
年
度
か
ら
自
動
車
教
育
課

程
を
有
す
る
高
校
に
対
し

て
︑
整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク

の
寄
贈
を
行
っ
て
い
る
︒

　

今
年
度
は
︑
１
月
10
日
に

小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
寄
贈
を
行

っ
た
東
京
都
立
総
合
工
科
高

等
学
校
（
東
京
都
）
に
続
い

て
２
台
目
の
寄
贈
と
な
る
︒

な
お
︑
今
回
寄
贈
さ
れ
た
の

は
︑
田
部
井
優
介
副
部
会
長

（
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
社
長

を
務
め
る
大
栄
海
運
㈱
（
愛

媛
県
松
山
市
）
で
使
わ
れ
て

い
た
中
型
ト
ラ
ッ
ク
で
︑
車

両
は
松
山
か
ら
小
倉
ま
で
フ

ェ
リ
ー
で
運
ば
れ
て
き
た
︒

　

寄
贈
式
で
は
︑
山
本
部
会

長
が
希
望
が
丘
高
等
学
校
自

動
車
科
の
生
徒
を
前
に
︑﹁
こ

の
ト
ラ
ッ
ク
を
有
意
義
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
︑
楽
し
く

充
実
し
た
高
校
生
活
を
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
あ

い
さ
つ
︒
同
校
の
中
村
文
彦

校
長
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
︑

生
徒
た
ち
は
ト
ラ
ッ
ク
に
一

層
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
﹂
と
謝
辞
を
述
べ
た
︒

　

引
き
続
き
︑
同
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
記
念
演
奏
会
が
行

わ
れ
︑式
典
に
華
を
添
え
た
︒

容
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施
な
ど
に
つ
い
て
説
明
︒
今

後
︑
調
査
結
果
を
踏
ま
え
︑

収
受
方
策
に
つ
い
て
具
体
的

に
検
討
す
る
︒

　

ま
た
︑
生
産
性
向
上
に
向

け
た
調
査
事
業
に
関
し
て
報

告
︒﹁
荷
主
業
界
ご
と
の
商

慣
行
・
商
慣
習
の
調
査
・
対

策
検
討
﹂﹁
事
業
の
共
同
化

に
よ
る
積
載
率
向
上
の
事
例

調
査
﹂︑﹁
原
価
計
算
の
あ
り

方
な
ど
の
調
査
・
検
討
﹂
な

ど
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し

た
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
下
請
等
中
小

企
業
の
取
引
条
件
改
善
に
関

す
る
関
係
府
省
等
連
絡
会

議
﹂
に
お
け
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
︒国
交
省
は
︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
の
下
請
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
﹂
の
策
定
や
︑
荷

主
勧
告
制
度
の
運
用
改
善
を

図
る
と
と
も
に
︑新
た
に
﹁
価

格
交
渉
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
﹂
を
作
成
し
︑
取
引

環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る
︒

　

同
日
の
協
議
会
に
は
︑
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
坂

本
克
已
副
会
長
︑
千
原
武
美

副
会
長
︑
馬
渡
雅
敏
副
会
長

お
よ
び
福
本
秀
爾
理
事
長
が

出
席
︵
写
真
小
︶︒

　

坂
本
副
会
長
は
︑
通
販
な

ど
に
お
け
る
﹁
送
料
無
料
﹂

の
表
現
を
一
掃
す
る
よ
う
求

め
る
と
︑
他
委
員
か
ら
も
︑

﹁
送
料
は
無
料
で
は
な
い
﹂

﹁
国
民
的
運
動
と
す
べ
き
﹂

な
ど
︑
坂
本
副
会
長
の
意
見

に
同
調
す
る
声
が
相
次
い
だ
︒

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
進
捗
報
告

47
都
道
府
県
で
実
施

申請締め切りは
2月24日まで

テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
補
助
金

４
月
１
日
か
ら
義
務
付
け
範
囲
拡
大

運
行
記
録
計
装
着

第
５
回 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
中
央
協
議
会

車両総重量７㌧以上
または最大積載量４㌧以上の
トラックにもタコグラフ

国交省

「トラック運送業の生産性向上協議会」と同時開催された第5回「トラック輸送における取引環境・労働時間改善中央協議会」
（２月１日、国土交通省）

㊤希望が丘高等学校の中村文彦校長（右）に整備実習用トラックの寄贈
を行った山本明徹部会長（左）。㊦寄贈式終了後には、生徒とともに記
念撮影（2月3日、福岡県・希望が丘高校）

吹奏楽部の記念演奏が式典に華を添えた

国 交 省・厚 労 省

希望が丘高等学校に対し
整備実習用トラックを寄贈

全ト協青年部会 ◇社会貢献活動の一環◇
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
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タ
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ミ
ナ
ル
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ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2017.1.26—
2.15

新規許可
貨物自動車
運送事業者数

（平成28年11月末）
全日本トラック協会調査
運
輸
局
都道
府県

平成
28年
11月

前年
同期
比

北海道 41 -11 

東
北

青　森 15 8 
岩　手 13 0 
宮　城 28 3 
秋　田 5 2 
山　形 4 -5 
福　島 29 10 

計 94 18 

関
東

茨　城 17 -6 
栃　木 14 4 
群　馬 15 5 
埼　玉 41 6 
千　葉 33 1 
東　京 49 -2 
神奈川 29 -9 
山　梨 5 2 

計 203 1 

北
陸
信
越

新　潟 6 -2 
長　野 7 -1 
富　山 8 4 
石　川 3 -7 

計 24 -6 

中
部

福　井 5 -4 
岐　阜 21 7 
静　岡 21 2 
愛　知 49 4 
三　重 14 -5 

計 110 4 

近
畿

滋　賀 10 1 
京　都 28 2 
大　阪 89 8 
兵　庫 47 17 
奈　良 8 -1 
和歌山 7 -4 

計 189 23 

中
国

鳥　取 6 3 
島　根 4 1 
岡　山 15 -4 
広　島 19 4 
山　口 7 0 

計 51 4 

四
国

徳　島 7 3 
香　川 10 1 
愛　媛 7 -1 
高　知 3 -8 

計 27 -5 

九
州

福　岡 31 -8 
佐　賀 3 -1 
長　崎 5 -3 
熊　本 8 -2 
大　分 7 0 
宮　崎 9 3 
鹿児島 10 -5 

計 73 -16 
沖　縄 16 3 

※ 3 -3 
合　計 831 12 

※申請者住所が当該運輸局管
轄外の都道府県

注１）一般・特積に限る。
注２）各地方運輸局ホームペー

ジおよび都道府県トラック
協会からの情報により全
日本トラック協会が集計。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～安全運転知識編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  遠心力は速度が2倍になれば2倍になるが、制動距離は速度が2倍に
なれば4倍になる。（ ○・× ）

❷  大型自動車や中型自動車は普通自動車に比べて、運転席の位置が高
く見下ろす形となるため、車間距離が実際よりも短く感じられる。
（ ○・× ）

❸  荷物の重心の位置が高いと、自動車は倒れやすくなる。（ ○・× ）

❹  運転者が危険を感じてからブレーキを踏み、ブレーキが実際にきき
始めるまでの間に車が走る距離を「空走距離」というが、「空走距
離」は運転者が疲れていると長くなる。（ ○・× ）

❺  時速60キロでコンクリートの壁に衝突した場合は、約14メートルの
高さから落ちたときと同じ程度の衝撃力を受ける。（ ○・× ）

（解答は７面）

安全運転目標を立て確実に実践しよう
〔第63回〕

　報道によれば、自賠責保険の保険料が引き下げられて、今
年の4月1日の契約から適用されるようです。自賠責保険は
「強制保険」ともいわれるように、自動車(原付バイクも含む)
には必ず付保しなければならない保険ですが、この保険料の
引き下げによって経費負担が軽減されることになります。特
に、乗用車に比べて保険料の高いトラックについては、そのメ
リットは大きいものがあります。これも事故減少のたまもの
といえるでしょう。これからも、さらなる引き下げを目指し
て、事故防止に努めていきましょう。

●徐行の徹底が目標
Ａさん「ところで、Ｂさんの今年の安全運転目標は『徐行の徹

底』だったね」
Ｂさん「実は去年の終わり頃、上り坂を走っていた時、ちょっ

とヒヤリとさせられたことがあってね」
Ａさん「というと」
Ｂさん「坂を上り切ったその先で、いきなり横断歩行者に出く

わしたんだよ。スピードを落として徐行していたか
ら、歩行者の手前で停止することができたけど、も
し、あの時徐行していなかったらと思うと」

Ａさん「今頃、こうしてボクと話なんかしていられなかったか
もしれないね」

Ｂさん「それもあって、免許更新の時に配布された『交通の教
本』を、もう一度読み直してみると、徐行しなければ
ならないケースは意外と多いことに気付いたんだよ。
そういうところで、自分はちゃんと徐行しているだろ
うかと思ったんだ」

Ａさん「なるほど。それで今年の目標を『徐行の徹底』にした
わけだ」

●徐行が義務付けられているケース
Ｂさん「道路交通法第42条では、次の場所で徐行が義務付け

られている。
①徐行の標識のある場所
②信号機のない左右の見通しのきかない交差点(優
先道路を通行している時を除く)

③道路の曲がり角付近
④上り坂の頂上付近
⑤勾配の急な下り坂」

Ａさん「でも、それだけじゃないよね。交差点を右左折する時
も徐行が義務付けられている」

Ｂさん「ひとり歩きの児童や幼児、身体に障害のある人、高齢
歩行者などが通行している時も、一時停止か徐行を
して通行を妨げないようにしなければならない」

Ａさん「歩行者の側方を通過する時に安全な間隔をとれない
時も徐行だよ」

Ｂさん「児童や幼児などが乗り降りしているスクールバスの
側方を通過する時も徐行だね」

Ａさん「そのほか、ぬかるみや水たまりを通る時や、許可を得
て歩行者用道路を通行する時、歩行者のいる安全地
帯の側方を通過する時なんかも徐行が義務付けられ
ている」

Ｂさん「徐行が必要な場合って、かなりあるんだよね。だか
ら、今年はこれを徹底しようと思ってね」

Ａさん「『徐行の徹底』というのは、簡単なようでなかなか難
しいよ。単にスピードを落とせばいいっていうわけで
はないし」

Ｂさん「そうなんだ。車が直ちに停止できる速度で進行しな
ければ徐行とはいえない」

Ａさん「速度でいえば時速10キロ以下とされているから、意

識して実践しないと徹底できないよ」

●目標倒れにしないために
Ｂさん「ところで、君の目標は何だったっけ」
Ａさん「車間距離の確保だよ」
Ｂさん「それも簡単そうで難しそうだね」
Ａさん「車間距離の確保というだけでは、漠然としているか

ら、『急ブレーキを踏まなくても済むだけの車間距離
の確保』にしようと思っている。これだと１日の運転
を振り返って確認することもできるだろうしね」

Ｂさん「確かに、目標を立てるだけじゃなくて、それが実践で
きたかどうかをきちんと確認することが大切だね」

Ａさん「目標倒れにしないこと。これが重要なポイントだと思
うよ」

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
10
日
︑
平
成
28
年
10
～

12
月
期
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
景
況
感
（
速
報
）﹂

を
発
表
し
た
︒

　

28
年
10
～
12
月
期
は
︑
非

製
造
業
で
運
輸
・
郵
便
業
等

が
改
善
し
た
も
の
の
︑
個
人

消
費
の
回
復
が
脆
弱
で
︑
小

売
業
等
が
悪
化
し
た
た
め
横

ば
い
と
な
っ
た
︒
一
方
で
製

造
業
は
︑
11
月
の
米
国
大
統

領
選
に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ
候

補
勝
利
後
︑
米
国
内
の
経
済

成
長
へ
の
期
待
感
に
よ
る
円

安
効
果
等
が
寄
与
し
︑
１
年

半
ぶ
り
に
改
善
し
た
︒

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

10
月
～
12
月
期
は
︑
輸
送
数

量
や
実
働
率
︑
実
車
率
が
大

幅
に
改
善
し
た
︒
さ
ら
に
︑

燃
料
価
格
の
下
落
が
寄
与
し

た
こ
と
に
よ
り
︑
営
業
利
益

お
よ
び
経
常
利
益
も
大
幅
な

改
善
と
な
っ
た
︒

　

そ
の
た
め
︑
景
況
感
の
判

断
指
標
は
マ
イ
ナ
ス
12
・
８

と
︑前
回（
マ
イ
ナ
ス
30
・
１
）

か
ら
17
・
３
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
た
︒
な
お
︑
来
期
の
判
断

指
標
は
︑
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
石
油

輸
出
国
機
構
）
の
減
産
合
意

に
よ
る
原
油
高
の
懸
念
や
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
等
を
反
映

し
︑
今
回
よ
り
11
・
６
ポ
イ

ン
ト
悪
化
し
て
マ
イ
ナ
ス
24

・
４
の
見
通
し
︒

29
年
度
事
業
計
画（
案
）　 

　
　
　
　
　

  

等
を
承
認

第
58
回
広
報
委
員
会

　

２
月
３
日
︑
第
58
回
広
報

委
員
会（
小
林
和
男
委
員
長
）

が
開
催
さ
れ
た
︒ 

　

冒
頭
︑小
林
委
員
長
が﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
現
状
や
︑

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
行
う
人
材

確
保
対
策
︑
安
全
対
策
を
は

じ
め
と
し
た
︑
多
岐
に
わ
た

る
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
︑
社
会
全
般
︑
一
般
国
民

加
︒
大
分
県
ト
協
か
ら
は
青

木
会
長
を
筆
頭
に
役
員
が
参

加
し
た
ほ
か
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
で
活
躍
す
る
若
手
ド

ラ
イ
バ
ー
４
人（
男
性
３
人
︑

女
性
１
人
）
も
出
席
し
た
︒

　

青
木
会
長
に
よ
る
あ
い
さ

つ
︑
大
分
県
ト
協
お
よ
び
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
現
状
説

明
の
あ
と
︑
若
手
ド
ラ
イ
バ

ー
４
人
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
を
志
望
し
た
理
由
や
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う
仕

事
の
魅
力
︑
や
り
が
い
な
ど

を
語
っ
た
︒

　

続
く
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
︑高
校
側
か
ら
は
︑

具
体
的
な
仕
事
内
容
や
労
働

環
境
・
賃
金
な
ど
に
関
す
る

質
問
が
な
さ
れ
︑
事
業
者
側

は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
現
状
や
業

界
・
事
業
者
に
よ
る
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

　

会
の
最
後
に
は
︑
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら﹁
今
ま
で
︑

高
校
側
へ
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
か
ら
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど

入
っ
て
こ
な
か
っ
た
︒
情
報

交
換
は
重
要
﹂︑﹁
今
の
生
徒

は
︑
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
受
け

て
お
り
︑
体
験
学
習
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
必
要
﹂
な

ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
︑
同

会
の
開
催
に
よ
り
︑
高
校
新

卒
者
の
確
保
に
繋
が
る
道
筋

が
示
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
︒

﹁
よ
く
あ
る
質
問
﹂
を
Ｑ
＆

Ａ
形
式
に
ま
と
め
た
も
の
で
︑

引
越
繁
忙
期
を
迎
え
る
に
あ

た
り
︑
消
費
者
が
ト
ラ
ブ
ル

の
な
い
引
越
を
行
う
た
め
の

参
考
と
し
て
作
成
さ
れ
た
︒

　

①
引
越
事
業
者
の
選
び
方

②
見
積
り
︑
下
見
③
解
約
・

延
期
④
引
越
料
金
等
⑤
引
越

作
業
⑥
引
越
終
了
後
⑦
破
損

・
紛
失
等
が
発
生
し
た
場
合

⑧
引
越
安
心
マ
ー
ク
︱
︱
の

８
項
目
に
つ
い
て
︑
対
処
法

や
そ
の
手
順
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
解
説
す
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
﹃
か
し
こ
い
引
越
～
上

手
な
引
越
の
た
め
に
知
っ
て

お
き
た
い
こ
と
～
﹄
と
併
せ

て
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

高
校
進
路
指
導
担
当
教
諭

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
青
木
建
会
長
）
は
１
月
26

日
︑
高
等
学
校
進
路
指
導
担

当
教
諭
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
た
︒

　

同
会
は
︑
高
校
新
卒
者
に

対
し
︑
就
職
活
動
の
際
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
視
野
に

入
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
企
画
さ
れ
た
も
の
︒
実
際

に
高
校
生
の
進
路
指
導
に
あ

た
っ
て
い
る
教
員
た
ち
に
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
現
状
を

理
解
し
︑
進
路
指
導
の
際
に

役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
が
ね

ら
い
︒

　

第
１
回
と
な
る
今
回
は
︑

大
分
市
内
の
実
業
系
の
県
立

高
校
10
校
︑
私
立
高
校
４
校

の
進
路
指
導
担
当
教
諭
が
出

席
し
︑
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
大
分
県
雇
用
労
働
政

策
課
や
大
分
県
私
立
中
学
高

等
学
校
協
会
の
担
当
者
も
参

に
対
し
広
く
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展

開
し
︑
ご
理
解
を
い
た
だ
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
あ

い
さ
つ
︒

　

議
事
で
は
︑
①
副
委
員
長

の
選
任
②
平
成
28
年
度
広
報

事
業
の
進
捗
状
況
③
29
年
度

の
広
報
事
業
計
画
（
案
）
︱

︱
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
︑

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
し

た
︒ 

副
委
員
長
の
選
任
に
つ

い
て
は
︑
福
井
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
清
水
則
明
会
長
（
福

井
貨
物
自
動
車
㈱
社
長
）
が

新
た
に
選
任
さ
れ
た
︒ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
消
費
者

向
け
引
越
Ｑ
＆
Ａ
を
公
開

引
越
繁
忙
期
を
前
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

２
月
１
日
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
﹁
引
越
に
お
け
る

消
費
者
向
け
Ｑ
＆
Ａ
﹂
を
公

開
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
引
越
に
つ
い
て

消
費
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

（
２
月
15
日
〜
２
月
28
日
）

▽
２
月
16
日

・
第
１
０
８
回
交
通
対
策
委
員
会

▽
２
月
20
日

・
第
45
回
適
正
化
事
業
委
員
会

▽
２
月
24
日

・
平
成
28
年
度
青
年
部
会
全
国

大
会

【訂正】
　平成29年2月1日
号に掲載した、「新春
まちがいさがし」答え
合わせは、正しくは、イ
ラストの通り、「鶏の
頭」でなく「男性の口」
でした。お詫びして訂
正いたします。

高等学校進路指導担当教諭と大分県トラッ
ク協会役員等との意見交換会（１月26日、大
分県大分市）

第58回広報委員会（２月３日、全ト協）

（公財）貨物自動車運送事業振興センター

　「道後やすらぎ荘」は、平成29年3月31日
をもって閉館いたします。つきましては、昭
和60年のオープン以来、多くの皆様にご利
用いただいた御礼として、宿泊者を対象に記
念品をお贈りする「さよなら　やすらぎ荘　
キャンペーン」を実施します。キャンペーン
の対象は３月中の宿泊者で、チェックアウト
時に今治タオルのフェイスタオル（写真）に
メッセージカードを添え、先着で350セット
配布いたします。
　この機会に、「道後
やすらぎ荘」をどう
ぞご利用くださいま
せ。

 「さよならやすらぎ荘」
キャンペーン 

輸
送
数
量
、実
働・実
車
率
お
よ
び

営
業・経
常
利
益
が
大
幅
に
改
善

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
景
況
感

28
年
10
〜
12
月
期
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ミ
ナ
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N
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 第131回 

離婚後、戸籍姓が変わっ
た社員の旧姓使用を認め
ていいか

︻
解
説
︼
職
場
で
の
旧
姓
使
用
に
つ
い

て
は
︑
通
常
は
︑﹁
結
婚
し
た
女
性
が
︑

職
場
で
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
旧
姓
を

そ
の
ま
ま
使
い
た
い
﹂
と
い
う
か
た
ち

で
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
︒
ご
指
摘

の
判
決
も
昨
年
10
月
︑
東
京
地
裁
で
︑

結
婚
後
も
職
場
で
の
旧
姓
使
用
を
求

Ａ�

法
的
手
続
と
社
内
手
続
を

分
け
る
か
た
ち
で
認
め
る
の

も
一
つ

　
最
近
、
離
婚
し
て
戸
籍
が
変
わ

っ
た
女
性
社
員
か
ら
、
会
社
で
旧

姓
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
認
め
て

も
い
い
の
で
す
が
、
最
近
、「
旧

姓
使
用
を
求
め
て
裁
判
で
争
っ
た

女
性
が
敗
訴
し
た
」
と
い
う
こ
と

も
聞
き
ま
す
の
で
、
い
か
が
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。

め
た
女
性
教
諭
に
対
し
︑﹁
旧
姓
を
戸

籍
姓
と
同
じ
よ
う
に
使
う
こ
と
が
社

会
に
根
付
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
﹂

と
し
て
︑
職
場
（
学
校
）
側
が
﹁
戸

籍
姓
の
使
用
を
求
め
る
こ
と
は
違
法

で
は
な
い
﹂と
し
た
も
の
で
す
︒
た
だ
︑

女
性
教
諭
側
が
﹁
旧
姓
使
用
が
根
付

い
て
い
な
い
と
は
い
え
な
い
﹂
と
し
て
︑

今
年
の
１
月
︑
東
京
高
裁
に
控
訴
し

て
い
ま
す
の
で
︑
決
着
は
ま
だ
つ
い
て

い
な
い
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
︒

　

こ
の
東
京
地
裁
判
決
を
め
ぐ
っ
て
は
︑

賛
否
両
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
が
︑
一

部
に
強
い
批
判
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
︒

と
い
う
の
は
︑
一
昨
年
12
月
︑
最
高

裁
大
法
廷
が
︑
民
法
の
夫
婦
同
姓
規

定
を
合
憲
と
す
る
判
決
で
︑﹁
通
称
使

用
が
広
ま
り
︑
女
性
が
姓
を
変
え
る

不
利
益
は
一
定
程
度
は
緩
和
さ
れ
得

る
﹂
と
い
う
こ
と
を
︑
そ
の
根
拠
の
一

つ
に
挙
げ
た
か
ら
で
す
︒
つ
ま
り
︑
こ

の
判
決
と
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
わ
け
で
す
︒
さ
ら
に
︑昨
年
︑

公
務
員
の
旧
姓
使
用
の
拡
大
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
旧
姓
併
記
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
︑
政
府
の
﹁
女
性
活

躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針
﹂
が
示

さ
れ
た
こ
と
も
︑
旧
姓
使
用
容
認
の

動
き
を
後
押
し
し
て
お
り
︑
高
裁
判

決
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
︒

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
︑
ご
質
問
に
あ

る
よ
う
な
離
婚
後
の
ケ
ー
ス
も
含
め
︑

職
場
で
の
旧
姓
使
用
に
つ
い
て
の
実
務

的
な
考
え
方
を
︑
簡
単
に
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
結
婚
・
離
婚
を
機
に
戸
籍

上
の
姓
を
変
え
る
と
な
る
と
︑
職
場

で
は
︑
労
働
保
険
や
社
会
保
険
等
の

事
務
処
理
上
︑
氏
名
変
更
の
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で

す
︒
し
か
し
︑
そ
の
ほ
か
の
社
内
手

続
き
や
社
内
外
の
業
務
上
の
事
項
す

べ
て
の
手
続
き
と
な
る
と
︑
関
係
者
へ

の
説
明
も
必
要
と
な
り
ま
す
し
︑
結

構
手
間
の
か
か
る
大
変
な
作
業
と
な

り
︑
本
人
の
み
な
ら
ず
会
社
の
負
担

も
か
な
り
大
き
く
な
り
ま
す
︒

　

ご
質
問
の
女
性
社
員
の
仕
事
が
仮

に
事
務
職
で
あ
れ
ば
︑
職
場
内
の
狭

い
範
囲
内
で
済
み
そ
う
で
す
か
ら
︑

そ
れ
ほ
ど
難
し
い
問
題
は
起
こ
ら
な

い
と
い
え
ま
す
が
︑
営
業
職
の
よ
う

な
対
外
業
務
と
な
る
と
そ
う
も
い
か

な
い
で
し
ょ
う
︒
名
刺
を
新
し
く
し
た

り
︑
内
外
の
関
係
者
へ
の
周
知
徹
底

も
必
要
で
︑
混
乱
も
予
想
さ
れ
ま
す
︒

　

そ
こ
で
︑
考
え
ら
れ
る
の
が
︑
旧

姓
の
使
用
を
希
望
す
る
社
員
に
対
し

て
は
︑
公
的
な
書
類
は
戸
籍
上
の
姓

と
し
︑
社
内
的
な
手
続
き
等
に
は
旧

姓
の
使
用
を
認
め
る
と
い
う
方
法
で
︑

実
際
に
も
︑
そ
の
よ
う
な
会
社
が
多

い
よ
う
で
す
︒
な
お
︑
旧
姓
を
認
め

る
に
あ
た
っ
て
は
︑
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

た
め
︑
で
き
れ
ば
就
業
規
則
な
ど
で
︑

書
面
に
よ
る
届
け
出
方
法
を
は
じ
め
︑

旧
姓
の
使
用
方
法
や
そ
の
使
用
範
囲

な
ど
を
具
体
的
に
定
め
て
お
く
こ
と

が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
︒

社有車としての普及が期待されるバイフュエル車（トヨタクラウンCNG）

時

こ
こ
ま
で
来
た

新
代

天天
然然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク

① 

﹁
低
公
害
車
４
兄
弟
﹂
と
﹁
低

公
害
車
御
三
家
﹂

　

低
公
害
車
と
い
え
ば
︑
メ
タ
ノ

ー
ル
車
と
電
気
自
動
車
の
時
代

が
続
き
ま
し
た
が
︑
平
成
の
初
め

に
︑
天
然
ガ
ス
車
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
が
新
た
に
登
場
し
︑﹁
低
公

害
車
４
兄
弟
﹂
と
称
さ
れ
ま
し

た
︒
天
然
ガ
ス
車
は
ガ
ソ
リ
ン
も

使
え
る
バ
イ
フ
ュ
エ
ル（
２
燃
料
）

乗
用
車
と
し
て
︑
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
は
大
型
バ
ス
低
公
害
化
の
た
め

に
開
発
さ
れ
ま
し
た
︒
以
降
︑

低
公
害
車
の
優
先
普
及
対
象
が

議
論
さ
れ
て
︑
都
市
バ
ス
・
塵

芥
車
・
集
配
車
が
﹁
低
公
害
車

御
三
家
﹂
と
呼
ば
れ
︑
こ
の
政

策
が
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
︒

② 

天
然
ガ
ス
車
黎
明
期
の
普
及

政
策

　

近
年
の
天
然
ガ
ス
車
政
策
が

バ
イ
フ
ュ
エ
ル
車
か
ら
始
ま
っ
た

の
は
︑
米
国
や
イ
タ
リ
ア
に
倣
っ

た
も
の
で
し
た
が
︑
当
時
︑
日
本

で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
窒
素
酸
化

物
と
粒
子
状
物
質
が
大
気
汚
染

対
策
の
重
点
対
象
で
し
た
︒
新

燃
料
車
に
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
ク

リ
ー
ン
化
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の

で
︑
天
然
ガ
ス
車
の
普
及
政
策

が
変
更
さ
れ
︑
燃
料
使
用
量
が

多
く
大
都
市
で
使
用
す
る
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
代
替
が
低
公
害
車
の
普

及
対
象
と
し
て
適
当
と
考
え
ら

れ
た
の
で
す
︒
都
市
バ
ス
︑
塵
芥

車
は
地
方
公
共
団
体
も
使
用
し
︑

補
助
金
政
策
と
の
な
じ
み
も
良
か

っ
た
の
で
す
︒

③ 

乗
用
車
を
天
然
ガ
ス
車
普
及
の

中
心
に

　

天
然
ガ
ス
車
は
そ
の
後
順
調

に
普
及
し
ま
し
た
が
︑
現
在
︑

台
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
︒
低

公
害
車
の
導
入
当
初
は
タ
ー
ゲ
ッ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
有
効
で
し
た

が
︑
天
然
ガ
ス
車
の
イ
メ
ー
ジ
が

固
ま
り
︑
他
車
種
へ
の
展
開
は
Ｌ

Ｎ
Ｇ
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
に
留
ま
っ

て
い
ま
す
︒
諸
外
国
で
は
ほ
と
ん

ど
が
バ
イ
フ
ュ
エ
ル
車
で
す
︒
天

然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
利
便
向
上
の

た
め
に
も
︑
台
数
を
増
や
し
て

天
然
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や

す
戦
略
に
転
換
す
べ
き
時
が
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
︒
元
々
バ
イ
フ

ュ
エ
ル
車
が
世
界
の
大
勢
だ
っ
た

の
に
︑
当
時
の
低
公
害
車
情
勢
に

照
ら
し
て
特
異
な
選
択
を
し
た
の

で
す
︒
天
然
ガ
ス
車
が
相
当
程

度
普
及
し
た
現
在
で
は
︑
従
来

の
普
及
政
策
を
再
考
し
︑
特
に

台
数
の
多
い
乗
用
車
の
バ
イ
フ
ュ

エ
ル
化
を
主
流
と
し
て
本
格
的
に

普
及
さ
せ
る
べ
く
政
策
の
転
換
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

④ 

天
然
ガ
ス
車
の
新
た
な
普
及
政

策
を
国
策
に

　

新
施
策
へ
の
転
換
に
は
政
府
の

方
針
や
政
治
の
方
向
付
け
が
有

効
で
す
︒
平
成
14
年
に
経
済
産

業
省
・
国
土
交
通
省
・
環
境
省
が

﹁
低
公
害
車
開
発
普
及
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
﹂
で
１
０
０
０
万
台
の

普
及
目
標
を
打
ち
出
し
て
以
来
︑

天
然
ガ
ス
車
を
め
ぐ
る
大
き
な

方
針
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
︒
バ

イ
フ
ュ
エ
ル
車
は
︑
地
球
温
暖
化

対
策
に
有
効
で
︑
し
か
も
低
公

害
性
に
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
を
兼

ね
備
え
て
お
り
︑
燃
料
補
給
の

不
安
が
な
く
︑
低
価
格
の
ガ
ス

を
使
用
で
き
る
経
済
性
の
優
れ

た
自
動
車
で
す
︒
今
か
ら
バ
イ
フ

ュ
エ
ル
車
の
普
及
政
策
を
国
策
と

し
て
確
立
し
︑
広
く
一
般
に
普
及

さ
せ
て
い
く
べ
き
で
す
︒
企
業
等

の
グ
リ
ー
ン
化
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
で
一
般

的
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
︑
社
有

車
を
対
象
と
し
て
取
り
組
む
の
が

良
案
で
あ
る
と
考
え
ま
す
︒
関

係
者
の
奮
起
を
期
待
し
ま
す
︒
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料
金
﹂
を
︑
全
国
３
か
所
の

﹁
道
の
駅
﹂
で
今
夏
ま
で
に

実
験
を
開
始
す
る
と
発
表
し

た
︒現
在
︑高
速
道
路
で
は
︑

休
憩
施
設
同
士
の
間
隔
が
お

お
む
ね
25
㌔
㍍
以
上
離
れ
て

い
る
空
白
区
間
が
約
１
０
０

区
間
あ
る
︒
こ
の
た
め
︑
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
賢

く
使
う
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
を
活

用
し
︑﹁
賢
い
料
金
﹂
に
よ

り
そ
の
半
減
を
目
指
す
︒

　

実
験
で
は
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・

０
搭
載
車
を
対
象
に
︑
高
速

道
路
を
降
り
て
道
の
駅
に
立

ち
寄
っ
た
後
︑
一
定
時
間
内

に
再
進
入
し
た
場
合
に
は
︑

タ
ー
ミ
ナ
ル
チ
ャ
ー
ジ
の
再

　

政
府
は
１
月
31
日
︑
雇
用

保
険
法
等
改
正
案
を
閣
議
決

定
し
︑
国
会
に
提
出
し
た
︒

雇
用
保
険
料
率
を
今
年
４
月

か
ら
３
年
間
時
限
的
に
引
き

下
げ
る
（
賃
金
の
０
・
８
％

↓
０
・
６
％
）
ほ
か
︑
国
庫

負
担
率
に
つ
い
て
も
引
き
下

げ
る
︒

　

ま
た
給
付
の
拡
充
で
は
︑

倒
産
・
解
雇
等
に
よ
り
離
職

し
た
者
の
所
定
給
付
日
数

を
︑
30
～
35
歳
未
満
は
90
日

か
ら
１
２
０
日
に
︑
35
～
45

歳
未
満
は
90
日
か
ら
１
５
０

日
に
引
き
上
げ
る
︒

　

育
児
休
業
に
つ
い
て
は
︑

原
則
１
歳
ま
で
の
育
児
休
業

を
６
か
月
延
長
し
て
も
保
育

所
に
は
入
れ
な
い
場
合
等
に

限
り
︑
さ
ら
に
６
か
月
（
２

歳
ま
で
）
の
再
延
長
を
可
能

に
す
る
︒

　

職
業
紹
介
で
は
︑
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
職
業
紹
介
事
業
者

等
の
全
て
の
求
人
を
対
象
に
︑

一
定
の
労
働
関
係
法
令
違
反

を
繰
り
返
す
求
人
者
等
の
求

人
を
受
理
し
な
い
こ
と
を
可

能
に
す
る
︒

残
業
規
制
で
論
点
整
理

法
改
正
の
検
討
必
要

　

厚
生
労
働
省
は
２
月
１
日
︑

﹁
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
た

め
の
時
間
外
労
働
規
制
に
関

す
る
検
討
会
﹂
の
論
点
整
理

を
ま
と
め
︑
発
表
し
た
︒

　

働
く
人
の
心
身
の
健
康
を

確
保
す
る
と
と
も
に
︑
仕
事

と
子
育
て
︑
介
護
︑
地
域
生

活
等
と
の
調
和
︑
性
別
や
年

齢
︑
障
害
の
有
無
等
に
か
か

わ
ら
ず
︑
全
て
の
人
の
活
躍

を
促
進
す
る
た
め
︑
長
時
間

労
働
の
是
正
に
向
け
て
︑

﹁
36
協
定
﹂
に
お
け
る
時
間

外
労
働
規
制
の
あ
り
方
に
つ

い
て
︑
法
改
正
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
︒

　

36
協
定
の
締
結
状
況
に
つ

い
て
は
︑
ほ
ぼ
全
て
の
企
業

で
限
度
基
準
告
示
（
月
45
時

間
︑
年
３
６
０
時
間
等
）
の

範
囲
内
に
収
ま
っ
て
い
る
一

方
︑
特
別
条
項
が
あ
る
場
合

の
延
長
時
間
が
月
１
０
０
時

間
を
超
え
る
も
の
も
見
受
け

ら
れ
る
た
め
︑
長
時
間
労
働

の
歯
止
め
と
し
て
十
分
機
能

し
て
い
な
い
と
指
摘
︒

　

そ
の
上
で
︑
一
定
期
間
内

の
総
労
働
時
間
の
枠
を
定

め
︑
そ
の
中
で
効
率
的
に
働

く
制
度
へ
の
転
換
を
指
向
す

べ
き
だ
と
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
長
時
間
労
働
の
傾

向
が
強
い
業
種
・
職
種
に
つ

い
て
は
︑
法
的
な
上
限
規
制

だ
け
で
は
一
挙
に
解
決
す
る

こ
と
は
困
難
な
た
め
︑
労
働

時
間
の
計
画
的
な
見
直
し
を

進
め
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
い
る
︒

　

中
小
企
業
の
長
時
間
労
働

に
つ
い
て
は
︑
発
注
元
や
親

事
業
者
を
含
め
た
業
界
全
体

高
速
道
路
の
一
時
退
出

可
能
に

「
道
の
駅
」
利
用
で
試
行

　

国
土
交
通
省
は
２
月
７

日
︑
高
速
道
路
か
ら
の
一
時

退
出
を
可
能
と
す
る
﹁
賢
い

の
問
題
を
協
議
す
る
場
の
設

定
に
努
め
︑
業
界
と
し
て
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
を
図
る

べ
き
だ
と
し
て
い
る
︒

 

﹁
過
労
死
等
ゼ
ロ
﹂
実
現

に
向
け
た
緊
急
要
請
書

全
ト
協
な
ど
に
発
出

　

厚
生
労
働
省
は
２
月
７

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ど
に
対
し
て
︑﹁﹃
過
労
死

等
ゼ
ロ
﹄
実
現
に
向
け
た
緊

急
要
請
書
﹂
を
発
出
し
た
︒

同
要
請
文
書
で
は
︑﹁
長
時

間
労
働
の
削
減
等
に
つ
い
て

一
層
の
努
力
を
﹂
と
求
め
︑

時
間
外
・
休
日
労
働
を
さ
せ

る
場
合
に
は
︑﹁
労
働
基
準

法
第
36
条
に
基
づ
く
協
定
﹂

（
36
協
定
）
を
締
結
す
る
必

要
が
あ
り
︑
36
協
定
で
定
め

た
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る

時
間
の
範
囲
を
超
え
て
働
か

せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
︑

傘
下
会
員
企
業
へ
の
周
知
・

啓
発
を
要
請
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
過
重
労
働
を
防
止

す
る
た
め
に
平
成
29
年
１
月

20
日
に
策
定
さ
れ
た
﹁
労
働

時
間
の
適
正
な
把
握
の
た
め

に
使
用
者
が
講
ず
べ
き
措
置

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

に
基
づ
き
︑﹁
使
用
者
に
は

労
働
時
間
を
適
切
に
管
理
す

る
責
務
が
あ
り
︑
虚
偽
の
労

働
時
間
を
賃
金
台
帳
に
記
載

し
た
場
合
等
に
は
労
働
基
準

法
違
反
と
な
る
こ
と
を
十
分

に
認
識
す
る
こ
と
﹂
な
ど
を

訴
え
て
い
る
︒

求
車
登
録
件
数
が
大
幅
増
、

求
車
需
要
の
高
さ
続
く

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
成
約

運
賃
指
数
１
月
分

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
は
２
月
６
日
︑
平
成
29

年
１
月
分
の
求
荷
求
車
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ

Ｉ
Ｔ
）
成
約
運
賃
指
数
を
発

表
し
た
︒

　

29
年
１
月
の
運
賃
指
数

は
︑前
月
比
８
ポ
イ
ン
ト
減
︑

前
年
同
月
比
２
ポ
イ
ン
ト
減

の
１
１
３
で
︑
依
然
と
し
て

高
い
指
数
で
推
移
し
て
い
る

も
の
の
︑
前
月
比
・
前
年
同

月
比
と
も
に
下
回
っ
た
︒

　

ま
た
︑
１
月
末
現
在
の
求

車
登
録
件
数
は
８
万
７
０
０

４
件
で
︑
対
前
年
同
月
比
１

万
２
２
１
６
件
増
（
16
・
３

％
増
）
と
大
幅
に
伸
び
て
お

り
︑
引
き
続
き
求
車
需
要
は

高
い
状
況
が
続
い
て
い
る
︒

徴
収
を
せ
ず
︑
長
距
離
逓
減

割
引
等
も
継
続
す
る
な
ど
︑

高
速
道
路
を
降
り
ず
に
利
用

し
た
料
金
の
ま
ま
と
す
る

︵
図
︶︒

　

実
施
箇
所
は
︑道
の
駅
﹁
玉

村
宿
﹂（
群
馬
県
佐
波
郡
）︑

同
﹁
も
っ
く
る
新し

ん
し
ろ城
﹂（
愛

知
県
新
城
市
）︑
同
﹁
ソ
レ

ー
ネ
周
南
﹂（
山
口
県
周
南

市
）︒
今
後
は
︑
実
施
状
況

を
踏
ま
え
て
︑追
加
選
定
し
︑

順
次
拡
大
し
て
い
く
予
定
︒

図　実験のイメージ

雇
用
保
険
料
率
３
年
間
引
き
下
げ

改
正
法
案
を
閣
議
決
定
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場　所 主催対象業種

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等に
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3月  8日（水） TKP大宮ビジネスセンター　カンファレンスルーム２
埼玉県さいたま市大宮区仲町2-26 富士ソフトビル４階13時30分～16時30分

トラック
バス、タクシー

倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運

トラック
バス、タクシー 関東運輸局

近畿運輸局

2月27日（月）

2月28日（火）

AP大阪淀屋橋　Ｋルーム
大阪府大阪市中央区北浜3-2-25京阪淀屋橋ビル３階

13時30分～16時30分

9時30分～12時00分

　

こ
れ
に
よ
り
︑
１
台
の
ト

レ
ー
ラ
が
週
に
３
回
宮
崎
～

大
阪
間
を
往
復
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
︑
ト
レ
ー

ラ
が
２
台
あ
れ
ば
大
阪
ま
で

の
毎
日
の
輸
送
に
対
応
可
能

と
な
る
︒
そ
し
て
︑
１
台
の

大
き
な
ト
レ
ー
ラ
に
多
く
の

荷
物
を
一
度
に
積
む
こ
と
が

で
き
る
た
め
︑
必
要
と
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
の
数
も
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒

　
﹁
業
界
全
体
と
し
て
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
中
で
︑
当
社
と
し
て
も

人
材
不
足
へ
の
対
応
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

輸
送
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
︑
荷
役
作
業
を
効
率
化

し
︑
車
両
の
稼
働
率
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
で
︑
労
働
力
不

足
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
ま
す
﹂（
牧

田
社
長
）

用
す
る
自
社
パ
レ
ッ
ト
は
共

配
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
さ
ず

に
︑
自
社
内
で
適
正
に
管
理

す
る
必
要
も
あ
る
︒

　

様
々
な
生
産
地
か
ら
運
ば

れ
て
き
た
生
鮮
食
料
品
を
積

載
し
た
パ
レ
ッ
ト
は
︑
共
配

セ
ン
タ
ー
で
自
社
パ
レ
ッ
ト

に
積
み
替
え
る
こ
と
に
な
る
︒

従
来
は
︑
自
社
パ
レ
ッ
ト
へ

の
積
み
替
え
作
業
を
人
力
で

行
っ
て
い
た
が
︑
時
間
的
に

も
︑
ま
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
体

力
的
に
も
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
た
︒そ
こ
で
同
社
で
は
︑

﹁
パ
レ
ッ
ト
交
換
機
﹂
の
導

入
に
踏
み
切
っ
た
︒

　

パ
レ
ッ
ト
交
換
機
は
︑
パ

レ
ッ
ト
積
み
さ
れ
た
生
鮮
食

料
品
を
積
み
替
え
る
こ
と
な

く
︑
パ
レ
ッ
ト
だ
け
を
差
し

替
え
る
も
の
で
あ
る
︒
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
で
パ
レ
ッ
ト
交

換
機
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
荷
物

は
︑
同
機
が
稼
働
す
る
と
商

品
支
持
プ
レ
ー
ト
に
よ
っ
て

わ
ず
か
に
持
ち
上
げ
ら
れ

て
︑
支
え
ら
れ
た
状
態
と
な

る
︒
生
産
地
か
ら
の
パ
レ
ッ

ト
は
そ
の
際
に
抜
き
取
ら

れ
︑
そ
れ
に
代
わ
っ
て
自
社

パ
レ
ッ
ト
が
荷
物
の
下
に
差

し
込
ま
れ
る
︒
自
社
パ
レ
ッ

ト
が
完
全
に
差
し
込
ま
れ
た

ら
︑
自
社
パ
レ
ッ
ト
上
に
荷

物
を
積
載
す
る
︵
写
真
︶︒

手
荷
役
で
は
20
分
ほ
ど
か
か

っ
て
い
た
自
社
パ
レ
ッ
ト
へ
の

積
み
替
え
作
業
が
︑
パ
レ
ッ

ト
交
換
機
で
は
１
分
半
で
済

ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
︒

　

同
社
で
は
︑
こ
の
パ
レ
ッ

ト
交
換
機
を
都
城
と
大
阪
の

共
配
セ
ン
タ
ー
に
配
置
︒
都

城
で
差
し
込
ん
だ
自
社
パ
レ

ッ
ト
は
大
阪
で
回
収
さ
れ
︑

再
び
都
城
に
戻
さ
れ
て
使
用

さ
れ
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
自

社
パ
レ
ッ
ト
の
紛
失
も
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
︒

　

パ
レ
ッ
ト
交
換
機
を
使
用

す
る
こ
と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

に
と
っ
て
は
労
力
が
軽
減
さ

れ
る
と
と
も
に
︑
作
業
時
間

の
短
縮
化
に
よ
っ
て
拘
束
時

間
の
減
少
に
も
繋
が
る
︒
そ

し
て
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は
負
担

の
大
き
な
荷
役
作
業
に
追
わ

れ
る
こ
と
な
く
運
転
に
集
中

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
︑
安
全
面
で
も
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
で
は
︑
自
社

パ
レ
ッ
ト
に
差
し
替
え
た
生

鮮
食
料
品
の
ト
レ
ー
ラ
へ
の

積
み
込
み
に
際
し
て
も
︑
で

き
る
だ
け
多
く
の
荷
物
を
積

載
す
る
こ
と
で
︑
輸
送
効
率

を
高
め
る
た
め
の
様
々
な
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
る
︒

　

段
ボ
ー
ル
箱
を
何
重
に
も

積
み
重
ね
る
と
︑
下
に
積
ま

れ
た
段
ボ
ー
ル
箱
は
重
み
で

つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
︒
そ
の
た

め
︑
積
み
上
げ
る
こ
と
の
で

き
る
段
ボ
ー
ル
箱
の
数
は
自

ず
と
制
限
さ
れ
る
︒
し
か
し
︑

輸
送
効
率
を
上
げ
る
た
め
に

は
︑
可
能
な
限
り
多
く
の
段

ボ
ー
ル
箱
を
積
載
し
た
い
︒

そ
こ
で
︑
同
社
で
は
パ
レ
ッ

ト
を
上
下
２
段
積
み
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
﹁
ラ
ッ

ク
﹂
を
導
入
︒
ラ
ッ
ク
の
上

段
と
下
段
に
パ
レ
ッ
ト
積
み

さ
れ
た
生
鮮
食
料
品
を
積
載

し
︑
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
ト

レ
ー
ラ
に
ラ
ッ
ク
ご
と
積
み

込
む
方
式
に
改
め
た
︒
ラ
ッ

ク
を
使
用
し
た
際
に
は
︑
ラ

ッ
ク
の
高
さ
の
関
係
か
ら
︑

パ
レ
ッ
ト
１
枚
当
た
り
段
ボ

ー
ル
箱
を
５
箱
ま
で
積
み
重

ね
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ラ
ッ

ク
の
上
段
と
下
段
に
そ
れ
ぞ

れ
パ
レ
ッ
ト
を
積
載
す
る
と
︑

段
ボ
ー
ル
箱
10
箱
分
の
輸
送

が
可
能
だ
︒
単
純
に
段
ボ
ー

ル
箱
を
10
箱
積
み
上
げ
た
場

合
に
は
段
ボ
ー
ル
箱
の
破
損

が
心
配
さ
れ
る
が
︑
ラ
ッ
ク

を
使
用
す
れ
ば
一
番
下
の
段

ボ
ー
ル
箱
に
か
か
る
重
み
は

分
散
さ
れ
る
た
め
︑
段
ボ
ー

ル
箱
破
損
の
リ
ス
ク
は
小
さ

く
な
る
︒
ま
た
︑
２
段
積
み

す
る
こ
と
で
冷
風
の
通
り
道

が
で
き
︑
荷
物
全
体
に
冷
気

が
回
り
や
す
く
な
る
た
め
︑

輸
送
時
に
お
け
る
生
鮮
食
料

品
の
品
質
管
理
の
面
で
も
有

効
で
あ
る
︒

　

輸
送
の
際
に
は
︑
40
㌳
冷

蔵
冷
凍
コ
ン
テ
ナ
に
パ
レ
ッ

ト
40
枚
分
（
庫
内
に
ラ
ッ
ク

を
左
右
２
列
︑
前
後
10
列
配

置
す
る
こ
と
で
ラ
ッ
ク
20
個

を
積
載
可
能
）
の
荷
物
を
積

載
し
て
い
る
︒
そ
れ
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
︑
同
社
で
⬆

　

マ
キ
タ
運
輸
は
︑
生
鮮
食

料
品
輸
送
を
中
心
に
手
が
け

て
い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

生
鮮
食
料
品
は
︑
保
存
が

難
し
い
品
目
が
多
く
︑
ま
た

軟
弱
で
潰
れ
た
り
傷
つ
き
や

す
い
品
目
も
少
な
く
な
い
︒

一
方
で
︑
消
費
者
か
ら
は
近

年
︑
食
の
安
全
を
強
く
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
︑﹁
少

し
で
も
新
鮮
な
生
鮮
食
料
品

を
市
場
に
届
け
た
い
﹂
と
︑

こ
れ
ら
を
生
産
・
出
荷
す
る

荷
主
か
ら
は

輸
送
の
多
頻

度
化
・
少
量

化
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
︒

　

し
か
し
︑

運
送
会
社
と

し
て
は
︑
輸

送
の
多
頻
度

化
・
少
量
化

は
輸
送
効
率

悪
化
に
繋
が

る
と
と
も
に
︑

輸
送
コ
ス
ト

も
増
大
し
て

し
ま
う
︒
特

に
︑
こ
う
し

た
輸
送
条
件

の
厳
し
い
農
産
品
は
コ
ス
ト

高
に
繋
が
る
ば
か
り
か
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
減
少
と

い
う
流
れ
の
中
で
︑
将
来
的

に
は
輸
送
力
の
確
保
自
体
が

困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
︒
農
産
品
輸
送
に
お
い
て

は
︑
物
流
の
効
率
化
等
に
よ

る
輸
送
条
件
の
改
善
や
︑
そ

れ
に
伴
う
輸
送
コ
ス
ト
の
削

減
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
輸
送
の
効
率

化
に
資
す
る
数
々
の
取
り
組

み
を
矢
継
ぎ
早
に
推
し
進

め
︑
輸
送
コ
ス
ト
削
減
を
実

現
し
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
︑

同
社
に
お
け
る
輸
送
効
率
化

に
関
す
る
様
々
な
取
り
組
み

を
見
て
い
き
た
い
︒

　

農
産
品
・
食
品
物
流
に
お

け
る
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑

ま
ず
﹁
荷
役
作
業
が
非
効
率

的
で
あ
る
﹂
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
︒
特
に
青
果
物
で
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
段
ボ
ー

ル
の
積
み
込
み
や
荷
卸
し
作

業
の
際
に
︑
依
然
と
し
て
手

荷
役
作
業
が
多
く
発
生
す

る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

は
体
力
的
負
担
が
大
き
く
︑

荷
役
作
業
に
要
す
る
時
間
も

多
く
か
か
っ
て
し
ま
う
︒
ま

た
︑
鶏
肉
や
豚
肉
な
ど
の
生

鮮
食
料
品
と
い
う
観
点
か
ら

み
る
と
︑
時
間
の
か
か
る
手

荷
役
作
業
に
よ
っ
て
新
鮮
さ

が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
か
ら
︑

極
力
手
積
み
を
避
け
た
い
と

い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
︒

　

同
社
で
は
パ
レ
ッ
ト
を
積

極
的
に
使
用
し
︑
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
で
積
み
下
ろ
し
を
行

う
よ
う
に
し
て
い
る
︒
こ
れ

に
よ
り
︑
荷
役
作
業
時
間
の

短
縮
を
図
る
と
と
も
に
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
に
も

繋
げ
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
大

量
輸
送
に
よ
る
輸
送
効
率
化

を
推
し
進
め
る
た
め
︑
同
社

で
は
ト
レ
ー
ラ
を
導
入
し
て

い
る
︒
宮
崎
か
ら
大
阪
ま
で

は
直
線
距
離
で
も
５
０
０
㌔

㍍
ほ
ど
あ
る
︒
長
距
離
輸
送

を
行
う
の
で
あ
れ
ば
︑
輸
送

コ
ス
ト
軽
減
の
観
点
か
ら
可

能
な
限
り
荷
物
を
多
く
積
み

た
い
︒
そ
こ
で
同
社
で
は
３

軸
ト
レ
ー
ラ
を
導
入
し
︑
混

載
に
よ
る
大
量
輸
送
に
踏
み

切
っ
て
い
る
︒

　

パ
レ
ッ
ト
輸
送
に
切
り
替

え
︑
荷
役
作
業
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
こ
と
で
︑
車
両
の
稼

働
率
向
上
に
も
繋
が
る
︒
こ

こ
で
は
︑
大
阪
へ
の
輸
送
を

例
に
と
っ
て
紹
介
し
よ
う
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
一
般
的
に
離
職
率
が
高
く
︑
ま

た
転
職
経
験
者
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
事

業
の
安
定
的
な
継
続
を
考
え
た
場
合
︑
新
入
社
員
の
確
保

は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
が
︑
現
在
勤
務
し
て
い
る
社
員

の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
︑
離
職
を
食
い
止
め
る
こ
と
で
︑

業
務
が
円
滑
に
回
り
︑
将
来
へ
の
事
業
の
飛
躍
に
向
け
た

足
固
め
が
可
能
と
な
る
︒
さ
ら
に
︑﹁
社
員
に
と
っ
て
良

い
会
社
を
作
っ
て
い
く
﹂
こ
と
で
離
職
率
低
下
と
い
う
効

果
を
生
み
︑
業
務
の
円
滑
化
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
︑
業
績

を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
︱
︱
こ
の
よ
う
な

好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
︑
運
送
業
界
全
体
の
魅
力
向

上
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ
こ
で
︑
本
企
画

で
は
︑
従
業
員
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
離
職
率
減

少
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
を
取

り
上
げ
︑運
送
業
界
の
魅
力
向
上
へ
の
方
策
を
紹
介
す
る
︒

　

最
終
回
と
な
る
第
４
回
目
は
︑
㈱
マ
キ
タ
運
輸
（
宮
崎

県
都
城
市
︑
牧
田
信
良
代
表
取
締
役
）
に
お
け
る
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
︒

　
︻
１
日
目
︼
ま
ず
︑
都
城

市
に
あ
る
同
社
の
共
配
セ
ン

タ
ー
で
午
後
荷
物
を
積
み
込

ん
だ
ト
レ
ー
ラ
は
︑
夕
方
に

宮
崎
港
ま
で
走
行
す
る
︒
宮

崎
港
か
ら
は
大
阪
方
面
へ
の

フ
ェ
リ
ー
が
毎
日
出
航
し
て

い
る
の
で
︑
大
阪
ま
で
は
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
す
る
︒︻
２
日

目
︼
朝
大
阪
に
着
い
た
ト
レ

ー
ラ
は
︑
南
港
に
あ
る
同
社

の
営
業
所
に
向
か
い
︑
荷
物

を
降
ろ
す
︒
大
阪
営
業
所
は

今
年
１
月
に
新
築
さ
れ
︑
荷

役
作
業
の
機
械
化
に
も
対
応

し
て
お
り
︑
荷
卸
し
時
間
も

短
縮
化
さ
れ
て
い
る
︒
大
阪

を
夜
出
航
す
る
フ
ェ
リ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
︑︻
３
日
目
︼
朝
に
は
宮

崎
に
戻
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
︒
そ
し
て
︑
都
城
に
戻
っ

た
ト
レ
ー
ラ
は
︑
再
び
午
後

に
荷
積
み
を
行
う
こ
と
と
な

る
︒

　

同
社
で
は
︑
様
々
な
観
点

か
ら
生
産
性
向
上
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る
︒
こ

こ
で
は
︑
同
社
の
共
配
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
省
力
化
・
機

械
化
を
紹
介
し
て
い
く
︒

　

先
に
も
述
べ
た
通
り
︑
同

社
で
は
荷
役
作
業
の
省
力
化

を
図
る
た
め
に
パ
レ
ッ
ト
に

よ
る
輸
送
を
行
っ
て
い
る
︒

パ
レ
ッ
ト
は
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

で
の
荷
役
の
際
に
重
宝
す
る

が
︑
一
方
で
パ
レ
ッ
ト
使
用
に

お
け
る
課
題
も
あ
る
︒
そ
れ

は
︑
荷
物
輸
送
の
間
に
︑
行

方
が
分
か
ら
な
く
な
る
パ
レ

ッ
ト
が
大
量
に
発
生
す
る
こ

と
だ
︒
物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
流
通
し
て
い
る
大
量
の
パ

レ
ッ
ト
は
出
荷
先
で
紛
失
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
︑
日
々
の

輸
送
に
必
要
な
数
量
を
確
保

す
る
た
め
に
は
紛
失
分
を
毎

年
購
入
す
る
必
要
が
出
て
く

る
︒
パ
レ
ッ
ト
の
購
入
に
は

費
用
が
発
生
す
る
た
め
︑
パ

レ
ッ
ト
の
紛
失
を
防
ぐ
こ
と

で
コ
ス
ト
削
減
に
繋
が
っ
て

く
る
︒

　

ま
た
︑
衛
生
面
の
観
点
か

ら
︑
生
鮮
食
料
品
輸
送
で
使

牧田 信良 社長

株
式
会
社
マ
キ
タ
運
輸
（
宮
崎
県
都
城
市
）
に
お
け
る
取
り
組
み

省
力
化
・
機
械
化
に
よ
る
生
産
性
向
上

荷
役
作
業
の
機
械
化
に
よ
り
生
産
性
ア
ッ
プ
　
効
率
輸
送
が
運
送
会
社
の
収
益
性
を
高
め
る

時
代
の
変
化
に
即
し
た「
働
き
方
改
革
」が
　
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
イ
メ
ー
ジ
良
化
に
繋
が
る

生
鮮
品
輸
送
効
率
化
へ
の
取
り
組
み
を
推
進

鮮
度
維
持
と
輸
送
コ
ス
ト
削
減
の
両
立
を
図
る

荷
役
作
業
の
機
械
化
に
貢
献
す
る
「
パ
レ
ッ
ト
輸
送
」

作
業
時
間
短
縮
に
よ
り
車
両
稼
働
率
が
向
上

輸
送
効
率
向
上
の
切
り
札
と
な
る
「
ラ
ッ
ク
」

上
下
2
段
積
み
で
生
鮮
品
の
品
質
を
守
る

共
配
セ
ン
タ
ー
に
「
パ
レ
ッ
ト
交
換
機
」
導
入

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
パ
レ
ッ
ト
紛
失
を
防
ぐ

最終回
広報とらっく

新春特集

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る

従
業
員
満
足
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

生
鮮
食
料
品
の

配
送
セ
ン
タ
ー

を
宮
崎
県
都
城

市
に
構
え
る
㈱

マ
キ
タ
運
輸

パレットの積み替え作業を一気に省力化した「パ
レット交換機」
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る
あ
ま
り
ラ
ッ
ク
自
体
の
重

量
が
増
し
て
し
ま
う
と
︑
そ

の
分
だ
け
積
載
で
き
る
荷
物

の
量
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま

う
︒
ラ
ッ
ク
の
頑
丈
さ
と
ラ

ッ
ク
自
体
の
軽
さ
の
両
立
を

図
る
べ
く
︑
同
社
で
は
使
い

勝
手
の
よ
い
ラ
ッ
ク
の
製
作

に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

　

ラ
ッ
ク
を
庫
内
に
搬
送
す

る
際
に
は
﹁
ア
ル
ミ
パ
レ
ッ

ト
ス
ラ
イ
ド
﹂
が
用
い
ら
れ

る
︒
基
本
的
に
は
こ
の
ア
ル

　

同
社
に
勤
務
す
る
61
歳
の

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
話

を
聞
く
と
︑﹁
か
つ
て
は
手
荷

役
で
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た

た
め
︑
体
力
的
に
も
不
安
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
︑﹃
い
つ

ま
で
こ
の
仕
事
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
﹄

と
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
︒
し
か
し
︑
い
ま
で
は
機

械
化
が
進
み
︑
体
力
的
に
負

担
の
大
き
い
荷
役
作
業
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
︒
こ
れ
だ

っ
た
ら
︑
70
歳
ま
で
仕
事
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
安
心
し
て
い
ま

す
﹂
と
い
う
︒

　

将
来
へ
の
不
安
を
感
じ
る

こ
と
な
く
︑
長
い
間
安
心
し

だ
に
﹃
危
険
﹄﹃
キ
ツ
イ
﹄

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
い
て

回
り
ま
す
︒
も
ち
ろ
ん
︑
当

社
で
も
昔
は
手
荷
役
を
行
っ

て
い
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
労

働
力
人
口
が
減
少
し
て
い
る

現
代
で
も
︑
そ
の
ま
ま
の
働

き
方
と
い
う
の
で
は
厳
し
い

と
思
い
ま
す
︒
省
力
化
・
機

械
化
を
積
極
的
に
推
進
し
︑

い
ま
の
感
覚
に
合
う
よ
う
な

形
に
働
き
方
を
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
︒
運
送

業
界
に
と
っ
て
は
︑
い
ま
が

ま
さ
に
変
革
の
時
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

　

そ
し
て
︑﹁
経
営
者
が
従

業
員
の
家
族
の
思
い
を
汲
み

取
り
︑
職
場
環
境
を
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
︑
離
職
を
防

ぐ
要
因
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
﹂
と
︑
牧
田
社

長
は
思
い
を
述
べ
た
︒
同
社

で
は
︑
今
年
１
月
に
新
築
し

た
大
阪
営
業
所
に
ド
ラ
イ
バ

ー
の
た
め
の
休
憩
所
を
整
備

す
る
と
と
も
に
︑
岡
山
や
広

島
へ
の
輸
送
の
際
に
は
︑
同

社
で
確
保
し
て
い
る
ト
ラ
ッ

ク
用
駐
車
場
に
車
を
止
め
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
は
近
隣
の
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
で
休
ま
せ
る
よ

う
に
し
て
い
る
と
い
う
︒﹁
会

社
員
が
出
張
に
行
く
時
に

は
︑ベ
ッ
ド
が
広
く
︑静
か
で
︑

ゆ
っ
く
り
体
を
休
め
る
こ
と

が
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

に
宿
泊
し
て
い
る
の
に
︑
な

ぜ
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は

仕
事
場
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
の

中
で
寝
な
い
と
い
け
な
い
の

か
﹂
と
い
う
家
族
の
思
い
が

寄
せ
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
︒

　
﹁﹃
社
員
の
こ
と
を
大
事
に

思
っ
て
く
れ
て
い
る
﹄
と
ご

家
族
の
方
々
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
︑
当
社
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
︒
ご
家
族
の
満
足
度
向
上

が
社
員
の
満
足
度
向
上
に
繋

が
り
︑
そ
し
て
そ
れ
が
運
送

会
社
や
運
送
業
界
の
発
展
に

も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

︵
取
材
協
力
︶
㈱
マ
キ
タ
運
輸 

牧
田
信
良
代
表
取
締
役
、
瀬
戸

山
浩
取
締
役
営
業
部
長
、
営
業 

永
山
公
平
氏

は
様
々
な
工
夫
を
施
し
て

い
る
︒

　

パ
レ
ッ
ト
は
︑﹁
イ
チ
イ
チ
﹂

と
呼
ば
れ
る
１
１
０
０
㍉
㍍

×
１
１
０
０
㍉
㍍
の
も
の
を

使
用
し
て
い
る
︒同
社
で
は
︑

ラ
ッ
ク
を
使
用
し
た
パ
レ
ッ

ト
の
上
下
２
段
積
み
を
行
う

に
あ
た
っ
て
︑
ま
ず
市
販
の

ラ
ッ
ク
を
購
入
し
試
用
し
た
︒

し
か
し
︑
パ
レ
ッ
ト
の
横
幅

と
ラ
ッ
ク
の
柱
の
幅
と
の
関

係
で
︑
ま
ず
ラ
ッ
ク
の
み
を

ト
レ
ー
ラ
に
積
載
し
︑
そ
の

後
パ
レ
ッ
ト
を
積
み
込
む
よ

う
に
し
た
場
合
︑
ラ
ッ
ク
を

庫
内
に
左
右
２
列
に
並
べ
て

配
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
︒
そ
こ
で
︑

同
社
の
整
備
工
場
で
︑
２
列

に
配
置
す
る
こ
と
が
可
能
な

ラ
ッ
ク
の
試
作
品
を
製
作
︒

さ
ら
に
︑
パ
レ
ッ
ト
の
積
載

方
法
も
ひ
と
工
夫
し
︑
ラ
ッ

ク
の
幅
を
極
力
抑
え
る
た
め

に
ラ
ッ
ク
の
横
か
ら
下
段
パ
レ

ッ
ト
を
積
載
し
︑
90
度
回
転

さ
せ
た
状
態
で
上
段
パ
レ
ッ

ト
を
積
載
︒
そ
れ
を
ト
レ
ー

ラ
に
積
載
す
る
こ
と
で
︑
ラ

ッ
ク
の
左
右
２
列
配
置
を
可

能
に
し
た
の
で
あ
る︵
写
真
︶︒

　

な
お
︑
ラ
ッ
ク
は
現
在
も

改
良
が
続
い
て
い
る
と
い
う
︒

特
に
︑
パ
レ
ッ
ト
積
み
の
生

鮮
食
料
品
を
上
段
と
下
段
に

積
載
す
る
た
め
︑
ラ
ッ
ク
に

は
頑
丈
さ
が
求
め
ら
れ
る
と

い
う
︒
一
方
で
︑
頑
丈
に
す

ミ
パ
レ
ッ
ト
ス
ラ
イ
ド
を
２

本
用
い
る
が
︑
パ
レ
ッ
ト
を

２
段
積
み
し
た
ラ
ッ
ク
は
非

常
に
重
く
︑
２
本
で
は
ラ
ッ

ク
を
持
ち
上
げ
て
移
動
さ
せ

る
こ
と
が
難
し
い
︒そ
こ
で
︑

同
社
で
は
ア
ル
ミ
パ
レ
ッ
ト

ス
ラ
イ
ド
を
３
本
使
い
︑
ラ

ッ
ク
の
搬
送
を
行
っ
て
い
る
︒

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
︑

ト
レ
ー
ラ
庫
内
に
は
ア
ル
ミ

パ
レ
ッ
ト
ス
ラ
イ
ド
を
滑
ら

せ
る
レ
ー
ル
を
ラ
ッ
ク
１
列

当
た
り
３
本
配
置
し
て
い
る
︒ 　

同
社
で
は
様
々
な
工
夫
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
︑
輸
送

の
効
率
化
を
実
現
し
て
い
る
︒

初
め
は
手
探
り
で
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
も
あ
り
︑
必
ず
し

も
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
部

分
も
あ
る
と
い
う
︒
し
か
し
︑

﹁
お
客
様
の
た
め
に
輸
送
を

効
率
化
し
︑
輸
送
コ
ス
ト
削

減
を
実
現
さ
せ
た
い
﹂
と
い

う
熱
い
想
い
が
後
押
し
し
︑

輸
送
効
率
化
に
繋
げ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
︒

て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
︱
︱
そ
う
し
た
職
場
環
境

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
︑
社

員
の
日
々
の
仕
事
へ
の
満
足

度
も
よ
り
高
ま
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

　

最
後
に
︑
社
員
に
と
っ
て

﹁
満
足
度
の
高
い
︑
働
き
や

す
い
﹂
職
場
に
し
て
い
く
た

め
に
︑
運
送
会
社
に
は
ど
う

い
っ
た
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
く
る
の
か
に
つ
い
て
︑

牧
田
社
長
に
聞
い
た
︒

　
﹁
ま
ず
︑
運
送
会
社
で
働

く
社
員
の
家
族
に
︑
運
送
会

社
や
運
送
業
界
へ
の
安
心
感

を
も
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
︒
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
に
は
︑
い
ま

⬅

D：作業場環境 チェック欄

16 冷暖房設備などの空調環境、照明などの視環境を整え、うるさい音環境
などを改善し、個々の作業者にとって快適なものにする。

17 健康を害するおそれのある、粉じん、化学物質など、人体への有害環境
源を隔離するか、適切な防護対策を講じる。

18 職場における受動喫煙による健康障害やストレスを防止するため、話し
合いに基づいて職場の受動喫煙防止対策を進める。

19 快適で衛生的なトイレ、更衣室を確保し、ゆっくりとくつろげる休憩場所、
飲料設備、食事場所や福利厚生施設を備える。

20
災害発生時や火災などの緊急時に適切に対応できるように、設備の改善、
通路の確保、全員による改善策と分担手順をあらかじめ定め、必要な訓
練を行うなど、日頃から準備を整えておく。

E：職場内の相互支援 チェック欄

21

従業員が必要な時に上司や責任者に問題点を報告し、また相談しやすい
ように普段から職場環境を整えておくようにする（例：上司に相談する
機会を確保する、サブリーダーの設置、相談しやすいよう職場レイアウ
トを工夫するなど）。

22
同僚間でさまざまな問題点を報告し合い、また相談し合えるようにする
（例：作業グループ単位で定期的な会合をもつ、日報やメーリングリス
トを活用するなど）。

23
グループとしてお互いを理解し支え合い、相互に助け合う雰囲気が生ま
れるように、メンバーで懇親の場を設けたり、研修の機会をもつなどの
工夫をする。

24 作業者が自分の仕事の出来や能力についての評価を、実績に基づいて、
納得できる形で、タイミングよく受け取ることができるようにする。

25 職場や作業グループの間で、それぞれが作業しやすくなるように情報を
共有したり、連絡調整を行ったりするなど、相互支援を推進する。

Ｆ：安心できる職場のしくみ チェック欄

26
心の健康や悩み、ストレス、あるいは職場内の人間関係などについて、
気兼ねなく相談できる窓口または体制を確保する（例：社内のメンタル
ヘルス相談窓口の設置）。

27 セルフケア（自己健康管理）に役立つ情報を提供し、研修を実施する（例：
ストレスへの気付き、保健指導、ストレスへの上手な対処法など）。

28 組織や作業編成の変更など職場の将来計画や見通しについて、普段から
周知されているようにする。

29
昇進・昇格のモデル例や、キャリア開発のための資格取得機会の有無や
時期が明確にされ、また従業員に公平にチャンスが与えられることが従
業員に伝えられているようにする。

30
突発的な事故が生じた時に、救急処置や緊急の心のケアが受けられるよ
うに、あらかじめ職場内の責任者や産業保健スタッフ、あるいは社外の
専門家との連絡体制や手順を整えておく。

　採用した従業員が、会社の戦力となる前に離職してしまうことは、事業主にとっても従業員本人に
とっても損失になる。従業員が早期離職することなく職場に定着し、その能力を発揮できるようにす
るには、雇用管理のあり方を振り返り、必要な改善を進めることが重要である。
　ここでは、厚生労働省「働きやすい・働きがいのある職場づくりサイト」などをもとに、従業員の
満足度を高め、職場定着に繋がるための施策について、4回シリーズで紹介してきた。
　最終回となる今回は前回に引き続き、仕事の負担やストレスを減らして、快適に安心して働くため
の「職場環境に関する改善アイデア」について紹介する。

　このヒント集には、職場の従業員の参加のもと、仕事の負担やストレスを減らして、快適に安心し
て働くための職場環境に関する改善アイデアが盛り込まれています。職場で取り上げる改善策を選択
形式で選ぶチェック方法となっていますので、職場で一緒に働く従業員同士によるグループ討議など
で利用することが効果的です。

（出典）「職場改善のためのヒント集」（厚生労働省「こころの耳」サイト）

㈱マキタ運輸
［牧田信良　代表取締役］

所在地� 宮崎県都城市高木町 6226-5
資本金� 1,000 万円
設立� 昭和 60 年 5月
従業員数� 165 人（ドライバー110 人）
車両数� 200 台

「
社
員
を
大
切
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
」

家
族
の
理
解
あ
っ
て
こ
そ
従
業
員
満
足
度
も
上
が
る

働きやすい・働きがいのある会社にしませんか ！
〜従業員の職場定着を図るために〜

最終回 職場改善のためのヒント集②

ラ
ッ
ク
を
活
用
し
、
１
１
０
０
㍉
㍍
×
１
１
０
０
㍉
㍍
の
パ
レ
ッ
ト
１
枚
分
の

面
積
に
お
お
よ
そ
２
枚
分
の
商
品
を
積
み
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

パ
レ
ッ
ト
に
段
ボ
ー
ル
５
段
ま
で
積

み
付
け
た
ま
ま
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で

ラ
ッ
ク
の
中
に
積
載
で
き
る

新
発
想
の
１
１
０
０
×
１
１
０
０
パ

レ
ッ
ト
２
段
積
み
の
た
め
の
ラ
ッ
ク

ラ
ッ
ク
の
お
か
げ
で
、ト
レ
ー
ラ
庫
内

を
十
二
分
に
活
用
で
き
る

ト
レ
ー
ラ
庫
内
は
、ア
ル
ミ
パ
レ
ッ
ト

ス
ラ
イ
ド
を
使
い
人
力
で
も
楽
に
移

動
が
可
能



平成29年（2017年）2月15日 （6）第2079号（第3種郵便物認可）

国内拠点：札幌/苫小牧/仙台/北関東/長野/静岡/名古屋/大阪/神戸/九州  研究所：掛川工場  海外拠点：PGF深圳

Peacock Element Manufacturing Co.,ltd.

将来の業界を担う人材を育てるために 
　

希
望
が
丘
高
等
学
校
は
︑

昭
和
43
年
に
九
州
電
機
学
園

高
等
学
校
と
し
て
開
校
し
︑

平
成
10
年
に
現
在
の
校
名
に

変
更
︒
同
校
に
は
自
動
車
科

（
高
校
１
年
生
～
３
年
生
︑

定
員
70
人
）
と
総
合
学
科

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
将
来
的
に
活
気

あ
る
︑
魅
力
の
高
い
業
界
に
し
て
い
く
た

め
に
は
︑
若
く
て
有
望
な
高
校
新
卒
者
を

雇
い
入
れ
︑
社
内
教
育
等
を
効
果
的
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
で
︑
業
界
を
背
負
っ
て

い
く
人
材
と
し
て
成
長
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
︒

　

そ
こ
で
本
企
画
で
は
︑
高
校
新
卒
者
の

春
の
入
社
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
︑
高
校
新
卒

者
採
用
・
社
内
教
育
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
探
っ
て
い
く
︒

　

今
回
は
︑
希
望
が
丘
高
等
学
校
（
福
岡

県
中
間
市
）
自
動
車
科
の
安
部
幹
也
先
生

に
︑
高
校
で
の
就
職
指
導
へ
の
取
り
組
み

や
︑
高
校
新
卒
生
を
採
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
運
送
事
業
者
に
期
待
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
︒

（
同
︑
定
員
１
６
０
人
）
を

設
置
し
て
い
る
ほ
か
︑
高
校

課
程
卒
業
者
等
に
対
し
て
よ

り
高
度
な
内
容
を
指
導
す
る

自
動
車
専
攻
科
（
１
・
２
年

生
︑定
員
25
人
）を
設
け
︑﹁
自

動
車
の
プ
ロ
﹂
の
養
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
︒

　

同
校
の
自
動
車
科
で
は
︑

３
年
間
で
次
の
よ
う
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
︒

︻
１
年
生
︼

　

ま
ず
︑
自
動
車
の
基
本
的

な
構
造
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と

も
に
︑
整
備
工
具
や
機
器
の

使
い
方
な
ど
と
い
っ
た
︑
自

動
車
整
備
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
基
本
的
な
内
容
に

つ
い
て
学
ぶ
︒
そ
の
後
︑
エ

ン
ジ
ン
の
分
解
や
組
み
付
け

な
ど
︑
実
際
の
整
備
の
仕
方

な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
︒

︻
２
年
生
︼

　

２
年
生
は
車
検
整
備
を
中

心
に
学
ぶ
ほ
か
︑
近
年
目
覚

ま
し
い
発
達
を
遂
げ
て
い
る

電
装
品
や
︑
普
及
が
進
む
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
構
造
・
機

能
な
ど
に
つ
い
て
︑
プ
ロ
の
整

備
士
に
よ
る
実
習
教
育
を
通

じ
て
身
に
付
け
て
い
く
︒
な

お
︑
同
校
で
は
１
・
２
年
生

の
間
に
自
動
車
関
係
の
授
業

や
実
習
を
１
０
９
７
時
間
実

施
す
る
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
三

級
自
動
車
整
備
士
の
実
技
試

験
が
免
除
さ
れ
る
た
め
︑
３

月
に
は
同
学
科
試
験
を
受

　

さ
て
︑
高
校
生
に
対
す
る

就
職
指
導
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
る
の
か
︒
同
校
に
お
け

る
就
職
指
導
に
つ
い
て
︑
安

部
先
生
に
聞
い
た
︒

　

同
校
で
は
進
路
指
導
部
が

中
心
と
な
っ
て
︑
生
徒
へ
の

指
導
を
行
っ
て
い
る
︒
進
路

指
導
部
の
年
間
計
画
は
表
の

通
り
で
あ
る
︒

　

ま
ず
︑
入
学
し
た
ば
か
り

の
新
１
年
生
に
対
し
て
﹁
基

礎
力
診
断
テ
ス
ト
﹂
が
行
わ

れ
る
︒
基
礎
的
な
学
力
は
︑

就
職
試
験
を
受
け
る
際
に

も
︑
そ
し
て
社
会
に
出
て
実

際
に
仕
事
を
す
る
時
に
も
必

要
と
な
っ
て
く
る
︒
し
か
し

な
が
ら
︑
小
学
校
・
中
学
校

で
こ
う
し
た
部
分
を
疎
か
に

し
た
ま
ま
進
学
し
て
く
る
生

徒
も
い
る
た
め
︑
同
テ
ス
ト

で
見
極
め
を
行
い
︑
必
要
な

生
徒
に
対
し
て
は
夏
休
み
な

ど
を
使
っ
て
基
礎
的
内
容
を

教
育
し
直
し
︑
学
力
の
底
上

げ
を
図
っ
て
い
る
︒
な
お
︑

同
テ
ス
ト
は
在
校
し
て
い
る

３
年
間
で
複
数
回
行
い
︑
学

習
し
た
内
容
が
し
っ
か
り
身

に
付
い
て
い
る
か
を
そ
の
都

度
確
認
し
て
い
る
︒

　

１
年
生
の
秋
に
は
︑
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
運
送
事
業

験
︒
合
格
す
る
と
晴
れ
て﹁
三

級
整
備
士
免
許
﹂
を
取
得
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
︒

︻
３
年
生
︼

　

３
年
生
で
は
︑
こ
れ
ま
で

学
ん
で
き
た
こ
と
を
活
か
し

な
が
ら
︑
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

テ
ー
マ
を
決
め
て
取
り
組
む

﹁
課
題
研
究
﹂が
行
わ
れ
る
︒

卒
業
を
目
前
に
控
え
︑
後
輩

た
ち
に
役
立
つ
教
材
を
残
そ

う
と
取
り
組
む
生
徒
も
多
い
︒

　

と
こ
ろ
で
︑
８
年
ほ
ど
前

か
ら
は
︑
自
動
車
整
備
だ
け

で
は
な
く
︑よ
り
広
い
視
点
で

﹁
自
動
車
の
プ
ロ
﹂
の
育
成

を
目
指
す
べ
く
︑
教
育
内
容

の
刷
新
が
行
わ
れ
て
い
る
︒

　

ま
ず
︑
免
許
取
得
を
目
指

す
生
徒
が
安
全
性
の
高
い
運

転
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め

の
Ｔ
Ｓ
Ｅ（
交
通
安
全
教
育
）

を
︑
地
元
自
動
車
教
習
所
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
実
施
し
て
い

る
︒

　

ま
た
︑
社
会
科
の
授
業
の

中
に
は
︑﹁
物
流
﹂
の
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
︒
こ

れ
ま
で
︑
高
校
生
を
対
象
に

高
度
な
内
容
で
物
流
を
教
え

る
学
校
は
な
く
︑
物
流
に
特

化
し
た
教
科
書
も
な
か
っ
た

た
め
︑
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

は
物
流
の
仕
事
が
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を

知
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
︒
し
か
し
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
志
す
生
徒
も
少

な
く
は
な
く
︑
そ
う
し
た
生

徒
な
ど
か
ら
の
期
待
に
応
え

る
た
め
に
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
か
ら
資
料
提
供
を
受

け
た
り
運
送
事
業
者
の
ホ
ー

者
の
営
業
所
や
自
動
車
工

場
︑
物
流
倉
庫
な
ど
を
見
学

す
る
︒
物
流
の
現
場
を
見
せ

る
こ
と
で
具
体
的
な
仕
事
内

容
を
生
徒
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
い
︑
物
流
の
仕
事
に
興
味

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
き
っ

　

２
年
生
の
後
半
ぐ
ら
い
に

な
る
と
︑
い
よ
い
よ
進
路
指

導
も
本
格
化
し
て
く
る
︒

　

ま
ず
︑
求
人
票
の
見
方
に

つ
い
て
の
指
導
が
行
わ
れ
る
︒

就
職
先
を
決
め
る
の
は
︑
保

護
者
で
も
︑
学
校
の
先
生
で

も
な
く
︑
ほ
か
で
も
な
い
生

徒
本
人
で
あ
る
︒
た
く
さ
ん

の
求
人
票
か
ら
自
分
に
合
う

職
場
を
自
分
自
身
で
見
極
め

て
︑
納
得
し
た
上
で
就
職
活

動
を
行
う
こ
と
で
︑
入
社
後

の
長
期
勤
務
に
繋
が
っ
て
く

る
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
高
校
新

卒
生
向
け
の
求
人
票
に
は
雇

用
形
態
や
賃
金
︑
年
間
休
日

数
な
ど
と
い
っ
た
基
本
的
な

事
柄
は
記
載
さ
れ
る
も
の
の
︑

会
社
で
力
を
入
れ
て
い
る
取

り
組
み
や
入
社
後
の
教
育
・

研
修
体
制
な
ど
と
い
っ
た
︑

詳
細
な
デ
ー
タ
ま
で
記
入
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
求
人

票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は

大
ま
か
な
内
容
の
み
で
あ
る

た
め
︑
そ
れ
だ
け
で
生
徒
た

ち
が
そ
の
企
業
の
本
質
を
見

極
め
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
︒

　
﹁
求
人
票
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
提
出
さ
れ
る
際
に
︑
別
紙

と
し
て
教
育
体
制
な
ど
の
詳

細
情
報
を
添
付
し
て
く
だ
さ

る
と
︑
生
徒
た
ち
も
そ
の
会

か
け
に
も
な
っ
て
い
る
︒

　

２
年
生
に
な
る
と
︑
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
︒

同
校
で
は
︑
全
生
徒
を
職
場

で
の
職
業
体
験
に
行
か
せ
て

い
る
と
い
う
︒
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
多
く
は
夏
休
み
に
行

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
一
方
︑

生
徒
を
受
け
入
れ
る
運
送
会

社
は
業
務
多
忙
な
時
期
で
あ

り
︑
受
け
入
れ
が
難
し
い
事

業
者
も
少
な
く
は
な
い
︒
そ

こ
で
同
校
で
は
︑
６
月
～
11

月
の
事
業
者
の
都
合
の
い
い

時
期
に
生
徒
を
受
け
入
れ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
運
送
事
業
者
の
皆
様
に

と
っ
て
は
︑
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
受
け
入
れ
を
行
う
こ
と

で
︑
社
内
に
お
け
る
新
人
教

育
改
善
へ
の
参
考
に
も
な
り

ま
す
︒
ぜ
ひ
多
く
の
事
業
者

様
に
︑
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
﹂（
同
）

社
の
こ
と
を
よ
り
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒
ま
た
︑

進
路
指
導
す
る
先
生
に
と
っ

て
も
︑
そ
の
企
業
の
長
所
が

事
前
に
分
か
れ
ば
︑
生
徒
に

企
業
を
紹
介
し
や
す
く
な
り

ま
す
﹂（
同
）

　

６
月
20
日
※
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
よ
る
求
人
申
込
書
の
受

付
が
開
始
さ
れ
︑７
月
１
日
※

か
ら
は
学
校
に
求
人
票
が
届

く
︒
就
職
活
動
へ
の
意
識
が

高
い
生
徒
は
早
く
か
ら
進
路

指
導
室
を
訪
れ
︑
た
く
さ
ん

の
求
人
票
か
ら
自
分
に
合
っ

た
会
社
を
探
し
始
め
る
︒
一

方
で
︑
そ
う
で
は
な
い
生
徒

は
︑
意
識
が
高
い
生
徒
に
比

べ
る
と
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
が

鈍
く
な
っ
て
し
ま
う
︒

　
﹁
優
秀
な
人
材
の
確
保
を

ご
検
討
さ
れ
て
い
る
企
業
の

皆
様
に
と
っ
て
は
︑
早
い
時

期
の
求
人
票
の
提
出
が
大
事

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
﹂

（
同
）

　

さ
て
︑
同
校
で
は
︑
生
徒

が
求
人
票
か
ら
就
職
先
候
補

と
な
る
会
社
を
見
つ
け
出
し

た
ら
︑
企
業
訪
問
な
ど
を
通

じ
て
︑
で
き
る
だ
け
生
徒
本

人
に
会
社
の
雰
囲
気
を
見
に

行
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

企
業
を
訪
問
す
る
こ
と
で
︑

実
際
の
仕
事
の
様
子
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
︒

ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
な
が

ら
︑
物
流
に
つ
い
て
も
教
え

表　進路指導部年間計画 （自＝自動車科、総=総合学科）

4 月 基礎力診断テスト（4/12）

進路希望調査

基礎力診断テスト（4/12）
マナー講習会

基礎力診断テスト（4/12）
面接講習会（自・総）

面接指導講習会①

公務員説明会
面接模擬試験（7/22～26）

就職解禁（16日）
校内選考会（進学）9/6
面接指導講習会②

2年進路説明会（10/26）

マネープラン講習会

校内選考会（就職）8/23
進学・就職試験事前勉強会
（8/26～30）

実力判定テスト（8/28）希望者　
進学・就職試験事前勉強会

求人票の見方・説明

3年進路説明会（5/18）進路希望調査
面接・マナー指導（5/2）

進路希望調査・
　　　　就職診断テスト
ガイダンス（求人票・履歴書）

社会人講話（総）

体験模擬授業（総）
進路希望調査 進路希望調査

体験模擬授業（10/17）

基礎力診断テスト（9/2） 基礎力診断テスト（9/2）
上級学校見学（9/26） 基礎力診断テスト（9/2）

基礎力診断テスト（1/8）
上級学校見学（1/9）
面接指導（自・総）（1/23）

進学・就職事前ガイダンス
（社会人としてのマナー）
（自・総）

基礎力診断テスト（1/8）

面接指導（自・総）

面接試験（自・総）

面
接
指
導
（
就
職
希
望
者
）

面
接
指
導
（
就
職
希
望
者
）

面
接
指
導
（
進
学
・
就
職
希
望
者
）
随
時
実
施

面
接
指
導
（
進
学
・
就
職
希
望
者
）
随
時
実
施

各科（系列別）学校・
　　　　　職場体験（総）

1 年 2年 3年 進路

5月

6月

7月

9月

8月

10月

11月

12月

3月

2月

1月

る
こ
と
に
し
た
の
だ
そ
う
だ
︒

　
﹁
物
流
の
授
業
を
行
う
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
︑
就
職
先

に
ト
ラ
ッ
ク
運
送
会
社
を
選

ぶ
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
︒

今
後
も
さ
ら
に
教
育
内
容
の

充
実
・
強
化
を
図
り
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
で
活
躍
で
き

る
人
材
を
よ
り
多
く
送
り
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
安
部
先
生
）

⬆

豊
富
な
実
習
と
熟
練
の
育
成
ノ
ウ
ハ
ウ

「
金
の
卵
」を
数
多
く
輩
出
し
た
自
動
車
科

３
年
間
で
「
自
動
車
の
プ
ロ
」
を
養
成

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
を
支
え
る
貴
重
な
即
戦
力
に

▪
希
望
が
丘
高
校
に
お
け
る
学
習
内
容

実
習
を
充
実
さ
せ
確
か
な
技
術
を
身
に
付
け
る

物
流
教
育
導
入
で
運
送
業
へ
の
理
解
深
め
る

▪
在
校
生
に
対
す
る
就
職
指
導
①

将
来
を
見
据
え
１
・
２
年
次
か
ら
指
導
を
強
化

職
場
体
験
を
通
じ
生
徒
の
未
来
を
明
確
に
す
る

▪
在
校
生
に
対
す
る
就
職
指
導
②

自
社
の
教
育
体
制
を
詳
細
に
示
し
応
募
増
に
繋
げ
る

早
め
の
求
人
票
提
出
が
人
材
確
保
に
は
肝
要

高
校
新
卒
者
採
用
・
社
内
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
探
る

第
２
回

「
入
社
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
明
示
化
が
高
校
新
卒
者
採
用
の
決
め
手
に

希
望
が
丘
高
等
学
校
（
福
岡
県
）
自
動
車
科 

科
長 

安
部
幹
也
先
生

将来の業界を担う人材を育てるために 

自動車整備などの実習をカリキュラムに多く組み入れ、3年間で高いレベルでの技術習得を図る

安部幹也先生
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食
　
文
　
化

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
235
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

労災ひとくちメモ

　「4S 活 動 」 と は、「 整 理 (Seiri)」「 整 頓 (Seiton)」「 清 掃
(Seiso)」「清潔 (Seiketsu)」を日常的に行うことです。4S 活動
は、労働災害防止だけではなく、作業の効率化にも効果があり
ます。

　◎整理… 必要な物と不要な物に分けて、不要な物を処分す
ること

　◎整頓… 必要な物をすぐ取り出せるように、分かりやすく
安全な状態で配置すること

　◎清掃… 作業する場所や身の回りのほか、廊下や共有スペ
ースのゴミや汚れを取り除くこと

　◎清潔… 職場や機械、用具などのゴミをきれいに取って清
掃した状態を続けること。作業員自体も、身体、
服装、身の回りを汚れのない状態にしておくこと

　4S 活動は、職場を単にきれいにするという表面的なことで
はなく、職場の安全と作業者の健康を守り、そして生産性を向
上させるための教育プログラムです。そして、何よりも大切な
のは、好ましい状態を維持することなのです。

⑧労災を防ぐために
「安全活動」に取り組みましょう①
〜「4S活動」とは、労働災害の原因を取り除くこと〜

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 　　〜安全運転知識編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ×（教則第4章・第5節 2 自動車に働く自然の力）
遠心力や制動距離は、いずれも速度の2乗に比例し
て大きくなるため、速度が2倍になれば4倍になる。

❷ ×（教則第4章・第5節 2 停止距離と車間距離）
大型自動車や中型自動車は普通自動車に比べて、
運転席の位置が高く見下ろす形となり、車間距離が
実際よりも長く感じられるため、車間距離が短くな
りやすい。 

❸ ○（教則第4章・第5節 2 自動車に働く自然の力）
自動車がカーブを回ろうとするときには、自動車の
重心に遠心力が働き、自動車はカーブの外側に滑
り出そうとする。このため、荷物の積み方が悪く重

心の位置が高くなったり、片寄ったりすると自動車
は倒れやすくなる。

❹ ○（教則第5章・第4節 2 停止距離と車間距離）
運転者が危険を感じてからブレーキを踏み、ブレー
キが実際にきき始めるまでの間に車が走る距離を

「空走距離」といい、運転者が疲れているときは、
危険を認知して判断するまでに時間がかかるため
に長くなる。

❺ ○（教則第4章・第5節 2 自動車に働く自然の
力）時速60キロでコンクリートの壁に衝突した場合
は、約14メートルの高さから落ちたときと同じ程度
の衝撃力を受ける。

101「
冬
野
菜
の
道
①
」 

雪
の
下
で
生
ま
れ
る「
雪
菜
」

　

雪
に
埋
も
れ
た
ま
ま
育
つ

│
│
﹁
雪
菜
﹂
は
名
前
ど
お

り
の
野
菜
で
あ
る
︒
で
も
︑

山
形
県
米
沢
市
の
中
山
間
部

で
し
か
生
産
し
て
い
な
い
の

で
︑味
わ
っ
た
方
は
少
な
い
︒

　

雪
菜
は
軟
白
野
菜
︒
地
元

で
は
﹁
か
ぶ
の
と
う
﹂
と
呼

ば
れ
て
き
た
葉
菜
だ
︒
夏
に

雪
菜
の
種
を
ま
く
と
︑
60
～

80
㌢
㍍
に
育
つ
︒
野
沢
菜
に

よ
く
似
た
形
だ
︒
そ
れ
を
収

穫
し
て
20
株
ぐ
ら
い
ず
つ
束

ね
︑
そ
の
ま
ま
畑
に
立
て
︑

稲
わ
ら
な
ど
で
周
囲
を
囲
っ

て
し
ま
う
︒
あ
と
は
雪
が
降

る
の
を
ひ
た
す
ら
待
つ
︒

　

雪
に
す
っ
ぽ
り
埋
も
れ
る

と
︑
雪
菜
は
何
と
か
成
長
し

よ
う
と
︑
中
心
部
か
ら
花
茎

（
と
う
）を
伸
ば
し
始
め
る
︒

根
か
ら
は
養
分
が
と
れ
な
い

た
の
で
あ
る
︒

　

収
穫
は
︑
雪
の
畑
を
掘
る

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
︒

私
が
行
っ
た
と
き
は
積
雪
１

・
２
㍍
︒
掘
り
起
こ
す
と
︑

外
葉
は
黒
く
し
お
れ
︑
そ
の

内
側
に
す
ら
り
と
成
長
し
た

白
雪
の
精
│
│
雪
菜
が
隠
れ

て
い
た
︒

　

雪
菜
は
あ
っ
さ
り
味
で
し

ゃ
き
し
ゃ
き
し
て
い
る
か
ら
︑

ま
れ
る
︒
わ
さ
び
や
大
根
お

ろ
し
と
同
じ
く
︑
ア
ブ
ラ
ナ

科
特
有
の
成
分
・
イ
ソ
チ
オ

シ
ネ
ー
ト
に
よ
る
も
の
だ
︒

お
か
げ
で
︑
口
の
中
ば
か
り

で
な
く
︑
歯
応
え
ま
で
し
ゃ

っ
き
り
涼
し
い
︒
海
山
里
に

そ
れ
ぞ
れ
幸
は
あ
る
け
れ

ど
︑私
は
そ
こ
に
﹃
雪
の
幸
﹄

を
加
え
た
い
︒（
つ
づ
く
）

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

の
で
︑
外
側
の
葉
を
栄
養
源

に
す
る
の
だ
︒

　

ぼ
お
っ
と
ほ
の
明
る
い
雪

の
中
だ
か
ら
︑
い
わ
ば
も
や

し
が
芽
を
出
す
の
と
同
じ
環

境
で
︑
軟
白
し
︑
繊
維
も
軟

ら
か
く
な
る
︒
今
で
こ
そ
野

菜
は
流
通
が
完
備
さ
れ
て
い

る
が
︑
雪
国
で
は
厳
冬
に
食

べ
ら
れ
る
新
鮮
野
菜
は
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
源
と
し
て
貴
重
だ
っ

サ
ラ
ダ
に
い
い
し
︑
炒
め
物

に
も
向
く
が
︑
賞
味
す
る
な

ら
や
は
り
伝
統
の
﹁
ふ
す
べ

漬
け
﹂
が
い
ち
ば
ん
︒
熱
湯

に
通
し
︑
塩
を
加
え
て
二
昼

夜
お
い
た
漬
け
物
で
︑
こ
の

地
方
で
は
湯
通
し
す
る
こ
と

を
﹁
ふ
す
べ
る
﹂
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
名
が
付
い
た
︒

　

ふ
す
べ
漬
け
に
す
る
と
︑

雪
菜
に
不
思
議
な
辛
味
が
生

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

宅
配
便
事
業
者
や
特
積
み
事

業
者
は
別
だ
が
︑
一
般
事
業
者
の

一
部
で
は
︑
最
近
︑﹁
積
合
せ
﹂

か
ら
撤
退
す
る
よ
う
な
動
き
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
︒
今

年
に
入
っ
て
か
ら
取
材
し
た
事
業

者
の
中
の
２
社
も
そ
の
ケ
ー
ス
で

あ
る
︒

　

積
合
せ
か
ら
撤
退
す
る
理
由
は

そ
れ
ぞ
れ
違
う
︒
Ａ
社
が
積
合
せ

か
ら
撤
退
し
た
の
は
か
な
り
前
だ

っ
た
︒
同
社
は
地
元
の
複
数
の
部

品
工
場
か
ら
部
品
を
積
合
せ
て
︑

遠
方
に
あ
る
メ
ー
カ
ー
の
工
場
ま

で
大
型
車
で
長
距
離
輸
送
し
て
い

た
︒
し
か
し
︑
積
合
せ
て
運
ぶ
部

品
の
量
が
減
少
し
︑
積
載
率
が
低

下
し
て
き
た
︒
そ
の
た
め
︑
採
算

が
取
れ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
︒

﹁
不
採
算
で
も
荷
主
が
複
数
な
の

で
︑
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な
い
﹂
と

一
定
期
間
は
頑
張
っ
て
い
た
が
︑

い
つ
ま
で
も
続
け
る
わ

け
に
い
か
な
い
の
で
撤

退
し
た
︒
そ
の
後
は
徐

々
に
︑
中
・
小
型
車
に

よ
る
近
距
離
配
送
へ
の

転
換
を
図
っ
て
き
た
︒

　

一
方
︑
Ｂ
社
は
近
距

離
で
積
合
せ
の
共
同
配

送
を
し
て
い
た
︒
す
で

に
積
載
率
は
か
な
り
高

か
っ
た
︒
そ
の
よ
う
な
中
で
ド

ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
を
短
縮

し
て
賃
金
を
上
げ
る
に
は
︑
運

賃
値
上
げ
し
か
な
い
︒
だ
が
毎

年
︑
継
続
的
に
賃
金
を
上
げ
る

に
は
︑
運
賃
値
上
げ
に
も
限
度

が
あ
る
︒
そ
こ
で
積
合
せ
に
よ

る
共
同
配
送
か

ら
２
︑
３
年
か

け
て
計
画
的
に

撤
退
し
た
︒

　

Ａ
社
は
︑
積

合
せ
の
積
載
率

が
低
下
し
た
こ

と
で
の
撤
退
だ

っ
た
︒
そ
れ
に

対
し
て
Ｂ
社
は
︑

積
載
率
が
高
く
︑

収
入
を
増
や
す

た
め
に
運
賃
値

上
げ
を
し
た
が
︑

値
上
げ
に
も
限

度
が
あ
る
た
め

に
撤
退
し
た
︒

こ
の
よ
う
に
積

合
せ
か
ら
の
撤
退
理
由
は
両
社

で
違
う
が
︑
そ
の
後
の
展
開
は

共
通
し
て
い
る
︒
時
短
と
賃
上

げ
を
実
現
す
る
た
め
に
﹁
積
合

せ
﹂
か
ら
﹁
組
合
せ
﹂
へ
の
転

換
で
あ
る
︒

　

で
は
︑﹁
組
合
せ
﹂と
は
何
か
︒

基
本
は
﹁
時
間
帯
の
異
な
る
複
数

の
貸
切
契
約
の
取
引
先
を
︑
法
的

に
許
容
さ
れ
る
労
働
時
間
内
で
組

合
せ
る
﹂
と
い
う
運
行
形
態
だ
︒

積
合
せ
は
︑
同
じ
車
両
に
複
数
の

荷
主
の
荷
物
を
同
時
に
積
む
︒
そ

れ
に
対
し
て
組
合
せ
は
︑
あ
る
時

間
帯
は
特
定
荷
主
の
貸
切
で
︑
そ

の
次
の
時
間
帯
は
や
は
り
貸
切
の

別
の
荷
主
の
仕
事
を
す
る
︒
こ
れ

は
走
行
距
離
が
短
い
か
ら
可
能
に

な
る
︒

　

い
わ
ば
︑
空
間
的
に
積
合
せ
る

の
で
は
な
く
︑
時
間
的
に
積
合
せ

る
と
い
う
考
え
方
に
な
る
だ
ろ
う
︒

な
ぜ
そ
う
す
る
の
か
と
い
う
と
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
を
短
縮

し
な
が
ら
継
続
的
に
賃
金
を
上
げ

て
い
く
た
め
の
方
策
の
１
つ
︑
と

い
う
こ
と
で
あ
る
︒
労
働
時
間
を

調
整
す
る
た
め
に
︑
貸
切
と
ス
ポ

ッ
ト
の
仕
事
を
組
合
せ
て
も
よ
い
︒

　

最
近
は
﹁
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
﹂
な
ど
と
い
わ
れ
る
︒
自

家
用
車
を
持
た
ず
に
シ
ェ
ア
す
る

と
い
う
の
は
代
表
的
な
例
だ
︒
こ

れ
は
︑
使
用
す
る
時
間
帯
が
異
な

る
か
ら
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
成
り
立

つ
︒
同
様
に
﹁
組
合
せ
﹂
輸
送
は

事
業
者
側
に
︑
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
と

考
え
れ
ば
よ
い
︒

第
180
回

「積合せ」から「組合せ」への転換

県
外
の
会
社
を
希
望
す
る

場
合
に
は
︑
保
護
者
と
生
徒

が
一
緒
に
会
社
訪
問
し
︑
送

り
出
す
保
護
者
に
も
会
社
や

寮
の
様
子
な
ど
を
み
て
も
ら

う
︒
生
徒
本
人
が
納
得
し
︑

保
護
者
も
理
解
し
た
上
で
決

め
た
会
社
は
︑
入
社
後
も
辞

め
ず
に
頑
張
っ
て
仕
事
を
長

く
続
け
る
傾
向
が
あ
る
そ
う

だ
︒

　

ま
た
︑
先
生
も
会
社
の
雰

囲
気
や
業
務
内
容
な
ど
を
理

解
し
た
上
で
︑
そ
の
会
社
の

雰
囲
気
が
受
験
を
検
討
し
て

い
る
生
徒
に
合
う
か
ど
う
か

を
見
極
め
︑
生
徒
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
︒

　

９
月
５
日
※
に
は
︑
学
校

か
ら
企
業
に
対
し
て
︑
生
徒

の
求
人
応
募
書
類
の
提
出
が

始
ま
り
︑
同
16
日
※
に
は
企

業
に
よ
る
選
考
が
始
ま
る
と

と
も
に
︑
採
用
内
定
も
開
始

さ
れ
る
︒
早
く
か
ら
積
極
的

に
活
動
を
行
っ
て
い
た
優
秀

な
生
徒
は
︑
早
い
時
期
に
就

職
先
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
︒

求
人
を
行
う
運
送
会
社
と
し

て
も
︑
早
め
に
求
人
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
︑

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
決

め
手
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ

る
︒

※
平
成
29
年
３
月
新
規
高
等
学

校
卒
業
者
採
用
選
考
期
日
等

（
厚
生
労
働
省
）
に
よ
る
︒
な

お
︑
平
成
30
年
３
月
卒
業
者
採

用
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
今
年

３
月
頃
に
発
表
さ
れ
る
見
込
み
︒

　

い
ま
の
高
校
生
は
︑
運
送

会
社
の
こ
と
を
就
職
先
と
し

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
︒

　

安
部
先
生
に
よ
る
と
︑
給

与
額
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
気

に
し
て
い
な
い
傾
向
が
み
ら

れ
る
一
方
で
︑
長
時
間
労
働

で
は
な
い
会
社
︑
ま
た
週
休

２
日
な
ど
休
日
を
取
れ
る
会

社
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
と
い

う
︒
特
に
︑
勤
務
時
間
に
関

し
て
は
︑
定
め
ら
れ
た
労
働

時
間
が
守
ら
れ
て
い
る
会
社

へ
の
希
望
が
多
い
そ
う
だ
︒

毎
日
の
よ
う
に
残
業
が
続

き
︑
寝
る
間
も
な
い
ま
ま
に

ま
た
翌
日
の
仕
事
に
出
か
け

る
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
し

ま
う
と
︑﹁
自
分
は
こ
の
会

社
で
は
通
用
し
な
い
﹂
と
考

え
て
し
ま
い
︑
結
果
と
し
て

分
で
会
社
を
選
ぶ
際
の
有
効

な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
︒
ま

た
︑
社
員
参
加
型
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
た
だ

き
︑
社
内
の
雰
囲
気
を
よ
り

良
く
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

大
切
で
す
︒
確
か
に
︑
会
社

は
仕
事
を
す
る
場
所
で
す
︒

し
か
し
︑﹃
仕
事
ば
か
り
で

は
な
い
楽
し
み
﹄
が
会
社
に

は
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

れ
ば
︑
高
校
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
新
人
社
員
に
と
っ
て

も
︑
長
く
仕
事
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
﹂（
同
）

新
卒
生
に
と
っ
て
も
︑
ま
た

新
卒
生
を
雇
い
入
れ
た
会
社

に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
に

な
り
ま
す
︒
早
期
離
職
を
防

ぐ
た
め
の
﹃
教
育
体
制
の
充

実
﹄
は
︑
運
送
会
社
に
と
っ

て
は
自
社
の
労
働
環
境
見
直

し
の
一
環
に
も
な
り
ま
す
﹂

（
同
）

　

最
後
に
︑
こ
れ
か
ら
高
校

新
卒
生
を
採
用
し
よ
う
と
検

討
し
て
い
る
運
送
会
社
に
対

し
︑
学
校
の
立
場
か
ら
期
待

す
る
こ
と
な
ど
を
安
部
先
生

に
聞
い
た
︒

　
﹁
高
校
生
の
多
く
は
︑
地

元
で
の
就
職
を
望
ん
で
い
ま

す
︒
運
送
会
社
の
皆
様
に
は
︑

早
い
時
期
か
ら
生
徒
に
向
け

て
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
︒
そ
れ
と
と
も

に
︑
求
人
票
を
提
出
さ
れ
る

際
に
は
︑
入
社
後
の
教
育
体

制
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
ど
を

分
か
り
や
す
い
形
で
お
示
し

い
た
だ
け
る
と
︑
生
徒
が
自

早
期
離
職
に
繋
が
っ
て
し
ま

う
と
い
う
︒

　

ま
た
︑
生
徒
た
ち
は
就
職

先
候
補
の
企
業
に
対
し
て
︑

﹁
入
社
し
た
後
︑
果
た
し
て

自
分
は
こ
の
会
社
で
や
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
﹂
と
不
安
に
感
じ
る
こ

と
も
多
い
と
い
う
︒﹁
自
分
が

こ
の
会
社
で
ど
う
成
長
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
﹂

と
い
う
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
が

明
確
に
な
っ
て
い
な
い
と
︑

ち
ょ
っ
と
し
た
失
敗
で
く
じ

け
て
し
ま
い
︑
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

か
ね
な
い
︒

　
﹁
入
社
後
の
教
育
体
制
を

充
実
さ
せ
︑
そ
れ
を
社
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と

で
︑
そ
の
企
業
に
長
く
勤
め

ら
れ
る
と
い
う
﹃
安
心
感
﹄

に
繋
が
り
ま
す
︒
せ
っ
か
く

高
校
新
卒
生
が
入
社
し
て
き

て
も
︑
早
々
と
そ
の
会
社
で

の
将
来
を
諦
め
て
し
ま
い
離

職
す
る
の
で
は
︑
入
社
し
た

学校概要
 学 校 名  学校法人九州電機工業学園

希望が丘高等学校
 所 在 地  福岡県中間市土手ノ内3-19-1
 校 長  中村　文彦
 設　　　立 昭和33年7月
 学 科 構 成  自動車科、総合学科、
	 自動車専攻科（高卒対象）

⬅▪
運
送
会
社
に
期
待
す
る
こ
と

高
校
新
卒
生
の
早
期
離
職
を
防
ぐ
た
め
に

「
仕
事
ば
か
り
で
は
な
い
楽
し
み
」
の
創
出
を
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▼
定
期
的
に
通

う
病
院
の
検
査

が
終
わ
る
と
︑

決
ま
っ
て
立
ち

寄
る
ラ
ー
メ
ン

屋
が
あ
り
ま

す
︒
こ
こ
の
味
噌
ラ
ー
メ
ン
は
絶
品
で
︑
も
う
何

度
通
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
︒
老
夫
婦
２
人
で
営
む

お
店
は
︑住
宅
街
に
隣
接
し
て
ひ
っ
そ
り
と
佇
み
︑

﹁
こ
こ
に
ラ
ー
メ
ン
屋
が
？
﹂
と
い
う
感
じ
で

す
︒
▼
昨
年
末
に
︑
し
ば
ら
く
お
店
が
休
業
状

態
の
時
は
︑﹁
閉
店
し
て
し
ま
っ
た
の
か
？
﹂
と
︑

残
念
な
思
い
で
し
た
︒
近
く
の
精
肉
店
で
惣
菜

を
買
っ
た
時
に
ラ
ー
メ
ン
屋
に
つ
い
て
訪
ね
る

と
︑
老
夫
婦
が
２
人
と
も
入
院
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
︒
▼
詳
し
く
聞
く
と
︑
ご
主
人
は
御

年
80
歳
︒
一
瞬
絶
句
し
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
フ
ラ

イ
パ
ン
を
巧
み
に
扱
い
︑
菜
箸
を
使
い
︑
麺
を
湯

が
く
姿
は
力
強
く
︑
い
か
に
も
職
人
と
い
う
感

じ
で
︑
到
底
80
歳
に
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
︒

▼
１
月
に
入
り
︑
私
が
金
曜
日
か
ら
１
泊
で
地

方
出
張
に
行
っ
た
帰
り
の
お
昼
時
に
お
店
の
前
を

通
る
と
︑
窓
越
し
に
ご
主
人
の
顔
が
見
え
ま
し

た
︒﹁
退
院
し
た
ん
だ
！
お
店
を
再
開
し
た
ん

だ
！
﹂︑
私
は
早
速
お
店
に
入
り
︑
い
つ
も
の
よ

う
に
エ
ル
字
型
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
端
に
座
っ
て
味

噌
ラ
ー
メ
ン
を
注
文
し
ま
し
た
︒﹁
い
ら
っ
し
ゃ

い
！
味
噌
で
す
ね
！
今
日
は
餃
子
は
い
い
で
す

か
？
﹂
と
70
代
前
半
の
奥
様
か
ら
や
ん
わ
り
追

加
注
文
を
促
さ
れ
︑
私
は
﹁
は
い
！
お
願
い
し

ま
す
﹂と
応
え
ま
し
た
︒
独
特
の
風
味
と
香
り
︑

何
度
食
べ
て
も
飽
き
な
い
深
い
味
わ
い
に
舌
鼓
を

打
ち
ま
し
た
︒帰
り
際
に
︑寡
黙
な
ご
主
人
が﹁
も

う
少
し
頑
張
り
ま
す
か
ら
！
﹂
と
言
葉
を
か
け

て
く
れ
た
時
の
︑
は
に
か
ん
だ
顔
が
印
象
的
で
し

た
︒
▼
初
め
て
食
べ
た
味
噌
ラ
ー
メ
ン
は
︑
若

き
頃
旭
川
出
張
の
際
に
味
わ
っ
た
懇
親
会
後
の
一

杯
で
し
た
︒
粉
雪
舞
う
中
を
地
元
の
方
に
教
え

て
い
た
だ
い
た
ラ
ー
メ
ン
屋
は
︑
外
見
こ
そ
質
素

で
し
た
が
味
は
格
別
で
︑
感
動
も
の
で
し
た
︒

雪
が
シ
ン
シ
ン
と
降
る
中
を
ホ
テ
ル
に
戻
り
ま
し

た
が
︑
身
体
は
芯
か
ら
温
ま
り
満
足
感
に
溢
れ

て
い
ま
し
た
︒
空
を
見
上
げ
る
と
真
っ
白
な
雪
に

覆
わ
れ
︑
街
全
体
が
白
銀
の
世
界
と
な
っ
て
い
ま

し
た
︒
▼
そ
の
雪
の
結
晶
は
︑
何
と
35
種
類
も

あ
り
︑な
か
で
も
六
角
形
の﹁
六
花
﹂（
む
つ
は
な
）

が
有
名
で
す
︒
神
秘
的
な
雪
の
結
晶
は
︑
天
空

と
大
地
を
結
ぶ
﹁
恋
文
﹂
だ
と
表
現
し
た
詩
人

も
い
ま
す
が
︑
大
雪
に
な
れ
ば
そ
れ
は
そ
れ
で
大

変
厄
介
な
事
態
に
な
り
ま
す
︒
随
分
前
の
こ
と

で
す
が
︑
上
野
駅
か
ら
最
終
の
新
幹
線
に
乗
車

し
て
お
酒
と
疲
れ
で
つ
い
う
と
う
と
し
て
し
ま
い

ま
し
た
︒
熊
谷
駅
で
降
車
し
な
け
れ
ば
と
思
い
つ

つ
︑
反
比
例
で
瞼
は
閉
じ
る
ば
か
り
で
す
︒
気
が

付
い
た
時
に
は
既
に
遅
し
︒
終
点
の
新
潟
県
越

後
湯
沢
駅
に
来
て
し
ま
い
ま
し
た
︒
▼
﹁
国
境

の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
雪
国
で
あ
っ
た
︑

夜
の
底
が
白
く
な
っ
た
﹂
の
冒
頭
で
始
ま
る
川
端

康
成
の
長
編
小
説
﹃
雪
国
﹄
に
あ
る
よ
う
に
︑

群
馬
県
と
の
県
境
に
あ
る
全
長
約
22
㌔
㍍
の
大

清
水
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
︑
越
後
湯
沢
は
ま

さ
に
そ
の
状
態
で
し
た
︒
深
夜
︑
雪
降
る
越
後

湯
沢
に
到
着
し
た
時
は
思
わ
ず
絶
句
で
し
た
︒

足
取
り
も
重
く
底
冷
え
す
る
階
段
を
や
っ
と
上

り
︑
改
札
を
出
る
と
意
外
や
旅
館
の
番
頭
ら
し

き
人
が
何
人
か
旗
を
掲
げ
呼
び
込
み
を
し
て
い

ま
す
︒
そ
う
︑
こ
こ
越
後
湯
沢
は
温
泉
と
ス
キ

ー
が
有
名
な
場
所
で
し
た
︒
温
泉
も
ゲ
レ
ン
デ

も
駅
か
ら
至
近
距
離
に
あ
り
ま
す
︒
番
頭
さ
ん

達
は
︑
東
京
方
面
に
帰
れ
な
い
お
客
に
低
価
格

で
泊
ま
っ
て
も
ら
お
う
と
待
機
し
て
い
た
の
で

す
︒
▼
私
は
︑
５
５
０
０
円
朝
食
付
き
の
旅
館
に

泊
ま
る
こ
と
に
し
ま
し
た
︒
８
畳
ほ
ど
の
部
屋
に

入
り
着
替
え
る
と
︑
深
夜
の
温
泉
に
浸
か
り
ま

し
た
︒
上
空
か
ら
は
雪
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く

降
り
注
ぎ
身
震
い
す
る
状
態
で
し
た
が
︑
温
泉

の
湯
は
そ
れ
を
吹
き
消
す
温
か
さ
で
し
た
︒
▼

翌
朝
９
時
に
朝
食
会
場
に
い
く
と
︑
夫
婦
や
親

子
連
れ
が
食
事
を
済
ま
せ
退
出
す
る
と
こ
ろ

で
︑
勤
め
人
と
お
ぼ
し
き
人
は
私
と
も
う
一
人

だ
け
で
し
た
︒
何
と
は
な
し
に
挨
拶
を
交
わ
し
︑

お
互
い
に
定
番
の
焼
鮭
や
卵
焼
き
︑
山
菜
煮
浸

し
の
ほ
か
具
沢
山
の
味
噌
汁
な
ど
を
い
た
だ
き

ま
し
た
︒
な
か
な
か
の
味
で
し
た
︒
▼
夏
場
の﹁
苗

場
ス
キ
ー
場
﹂
と
﹁
か
ぐ
ら
ス
キ
ー
場
﹂
を
結

ぶ
全
長
約
５
・
５
㌔
㍍
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
﹁
ド
ラ

ゴ
ン
ド
ラ
﹂
は
圧
巻
で
︑
越
後
湯
沢
の
観
光
名

所
で
す
︒
25
分
の
空
中
散
歩
で
︑
四
季
折
々
の

木
々
や
花
々
に
出
合
う
こ
と
が
で
き
て
︑
頂
上

の
景
色
は
ま
る
で
ス
イ
ス
の
高
原
に
来
た
か
の
よ

う
で
す
︒
▼
し
か
し
︑
現
在
の
越
後
湯
沢
駅
は

当
時
と
様
変
わ
り
し
ま
し
た
︒
広
い
構
内
に
多

種
多
様
の
お
土
産
屋
が
あ
り
︑
ど
の
品
を
買
お

う
か
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒
次
回
︑
こ
の
駅
か
ら

東
京
ヘ
帰
る
時
は
︑
モ
ツ
煮
込
み
︑
焼
き
鳥
を
買

い
込
み
車
内
で
頬
張
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
︒
そ

し
て
〆
の
一
品
は
や
は
り
︑
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
に

ぎ
り
で
決
ま
り
で
す
！ 

（
山
崎
薫
）

2017・2・15

こ
ち
ら
広
報
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政
府
は
２
月
１
日
︑
首
相

官
邸
で
﹁
下
請
等
中
小
企
業

の
取
引
条
件
改
善
に
関
す
る

関
係
府
省
等
連
絡
会
議
﹂（
議

長
・
野
上
内
閣
官
房
副
長

官
）
を
開
催
し
た
︒

　

会
議
で
国
土
交
通
省
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
に
係
る
取
引

条
件
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
の
進
捗
状
況
を
報
告
し

た
︒
そ
れ
に
よ
る
と
︑
荷
主

に
対
し
て
働
き
か
け
る
た
め
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
に

関
す
る
ル
ー
ル
等
を
ま
と
め

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
︑

荷
主
関
係
団
体
に
配
布
し
た

（
平
成
28
年
７
月
）
ほ
か
︑

今
回
新
た
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
向
け
の
価
格
交
渉
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま
と
め
た
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
と
︑
運
送
委
託
者

向
け
の
適
正
取
引
に
向
け
た

注
意
点
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
こ
と
を

説
明
し
た
︒

　

同
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
︑

著
し
く
低
い
運
賃
を
一
方
的

に
設
定
さ
れ
る
な
ど
︑
問
題

の
あ
る
取
引
に
注
意
を
促
し

て
い
る
ほ
か
︑
取
引
の
際
に

は
運
送
業
務
と
附
帯
業
務
の

区
別
︑
運
賃
と
料
金
の
区
別

を
明
確
に
す
る
こ
と
な
ど
を

求
め
て
い
る
︒
同
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
等
は
︑２
月
14
日（
東
京
）︑

16
日
（
名
古
屋
）
を
皮
切
り

に
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催

す
る
﹁
生
産
性
向
上
セ
ミ
ナ

ー
﹂
で
浸
透
を
図
る
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
下
請
法
の
運

用
基
準
改
正
を
踏
ま
え
︑
業

種
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
の
下
請
・
荷

主
適
正
取
引
推
進
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
﹂
を
今
年
度
内
に
改
訂

予
定
で
あ
る
こ
と
︑
過
労
運

転
の
違
反
通
報
が
あ
っ
た
場

合
︑
荷
主
に
改
善
に
向
け
て

協
力
依
頼
で
き
る
よ
う
荷
主

勧
告
制
度
の
運
用
を
改
善

し
︑
４
月
か
ら
実
施
予
定
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
︒

セ
ミ
ナ
ー
で
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
浸
透
図
る

全
国
9
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
中

【予冷倉庫活用による拘束時間の削減】福島県パイロット事業

実施集団実施集団

課　　題課　　題

予冷施設の活用

＜改善結果＞

拘束時間（推定）

※実現するための課題：予冷設備の設置・運用にかかる費用および設備までの横持ち費用の負担

各々約２～３時間短縮

発荷主A（生産者団体）､運送事業者ア（元請）・イ（実運送）､着荷主ａ・ｂ（青果卸売業）､荷種：農産品（トマト）

発地（発荷主側）での待ち時間の削減

ａ社向けトラック 実施前

ｂ社向けトラック 実施前

拘束時間（推定） １４時間３４分

拘束時間（推定） １２時間１３分

実施後 短縮効果

実施後 短縮効果

１１時間４５分 △２時間４９分

１０時間１８分 △１時間５５分

【荷待ち時間短縮等による拘束時間の削減】山梨県パイロット事業

【拘束時間の削減】富山県パイロット事業

» 当日の出荷数量が分からないため、選果完了時間が分からず、結果適正な配車（大きさや台数）ができず非効率。
» １台の車で複数の集荷場で積み込むものの、各集荷場の情報共有がなくそれぞれで積み込みの時間がかかり出発時間が遅れる。

実施集団実施集団

課　　題課　　題

発荷主（食品メーカー）､運送事業者､着荷主（流通センター）､荷種：食料品

»着荷主の流通センターでの受付開始時にトラックが集中し、順番待ちによる手待ち時間が長い。
»発荷主側で行うパレット積みが着荷主側では収容困難なため、手降ろしする手間が生じている。

実施集団実施集団

課　　題課　　題

発荷主（中越パルプ工業㈱）､元請運送事業者（中越ロジスティクス）、下請運送事業者（港運輸㈱）､着荷主（中越パッケージ㈱）､荷種：紙・パルプ

8～9月 2月頃

»出荷場所において作業が集中した際に発生する荷待ち時間の短縮

天候等による出荷量の変化に作業員の確保や選果ラインの増加等対応が困難であったことから、出発予定時間に間に合わなかった青果品
（トマト）を予冷設備にて予冷し翌日出荷

※運送事業者イ（実運送）の営業所出発時
間から業務完了時間までを拘束時間（推定）
として対比
※事前に荷量が把握でき、それに応じて出荷作
業を計画的に実施できるため、出荷作業に
おけるドライバーの待ち時間を大幅に削減

①現状分析

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、
チェックリストや現場状況を
元に当該集団における運送
取引の実態を把握。

＜参加集団＞
発荷主：中越パルプ工業
㈱、元請運送事業者：中
越ロジスティクス、下請運
送事業者：港運輸㈱、着
荷主：中越パッケージ㈱ほ
か関東エリア

②課題の洗い出し、解決手段の検討

現状分析を踏まえ、当該集団
の課題を設定し、この課題を
解決する手段を検討する。
＜課題＞
▫出荷場所において作業が
集中した場合に待ち時間が
発生。
▫実際の運転の仕方、休憩
の取り方はドライバーに任せ
ている部分が多い。
▫積み込み（倉庫）が原則
２か所、まれに３、４か所と
なる場合がある。

＜解決手段＞
荷待ち時間の短縮
▫荷役ホームの改修
▫バースの接車スペースの拡
張

ドライバーの時間管理
▫運行経路、休憩場所等を
あらかじめ指示することで拘
束時間等に影響確認
積込み場所の集約化※
▫横持ちと出荷の輸送に分割
し、積み込み作業時間等を
短縮

  （※中長期的な課題）

③実証実験

④
実
験
結
果
検
証

設定した課題に対する解決策を
実証する。

＜実験＞
▫荷役ホームの改修
両側から荷役できるようにホー
ムを拡張

▫バーススペースの拡張

▫ドライバーの時間管理
ドライバーに任せた場合と管理
する場合との違いを検証

10～11月 1月頃 2月以降

①現状分析

コンサルタントと対象集団に
よる第１回検討会を１０月に
実施。
また、流通センターへの現
地確認を実施した上で当該
集団における運送取引の実
態を把握。

＜参加集団＞
発荷主（食品メーカー）、
運送事業者、着荷主（流
通センター）

②課題の洗い出し、解決手段の検討

現状分析を踏まえ、コンサルタントによる課題の洗
い出しを元に、第２回検討会にて課題の解決方法
を検討。

＜課題＞
▫手待ち時間関係
流通センター到着後、受付開始時間前にトラッ
クが集中し、搬出作業の順番待ちにより多大な
手待ち時間が発生。

▫荷役作業関係
発荷主側では積載効率を重視したパレット積み
を行う一方、流通センター側ではサイズ的に収
容不可能なため、手降ろしを強いられている状
況。

③実証実験

④
実
験
結
果
検
証

設定した課題に対する解決策を実証する。

＜実験＞
▫手待ち時間の縮減
流通センターで試験運用中の「受付予約シス
テム」を活用し、予約した時間帯に搬出を行う
ことにより、手待ち時間の短縮を図る。
▫荷役作業のパレット化
統一したパレット積みを実施し、流通センターで
の手降ろしをパレット降ろしへ変更することによ
り、荷降ろし時間の短縮を図る。

発荷主 運送事業者 着荷主 荷種

北海道 ○ ○ ○ 鮮魚
青　森 ○ ○ ○ 農産物
岩　手 ○ ○ － 木工製品
宮　城 ○ ○ － 計器
秋　田 ○ ○ － パルプ・紙
山　形 ○ ○ ○ 農産物
福　島 ○ ○ ○ 農産物
茨　城 ○ ○ － コンクリート製品
栃　木 ○ ○ － 食料品
群　馬 ○ ○ － 農産物
埼　玉 ○ ○ ○ 工業製品
千　葉 ○ ○ － 食料品
東　京 ○ ○ ○ 紙
神奈川 ○ ○ ○ 水道管
山　梨 ○ ○ ○ 食料品
新　潟 ○ ○ － 米菓
長　野 ○ ○ － 食料品
富　山 ○ ○ ○ 紙・パルプ
石　川 ○ ○ － 建設資材
愛　知 ○ ○ － 建設資材

静　岡
○ ○ ○ フィルム・シート
○ ○ － 鮮魚

岐　阜 ○ ○ ○ 食料品
三　重 ○ ○ － 食料品

発荷主 運送事業者 着荷主 荷種

福　井 ○ ○ － 繊維製品
大　阪 ○ ○ ○ 食料品
京　都 ○ ○ ○ 鋼材
兵　庫 ○ ○ － 機械製品
滋　賀 ○ ○ ○ 日用品
奈　良 ○ ○ ○ 機械製品
和歌山 ○ ○ ○ 建設資材
広　島 ○ ○ ○ 機械部品
鳥　取 ○ ○ ○ 乳製品
島　根 ○ ○ ○ フードサービス機器
岡　山 ○ ○ － 飲料
山　口 ○ ○ ○ 繊維製品
徳　島 ○ ○ ○ 紙
香　川 ○ ○ ○ 食料品
愛　媛 ○ ○ ○ 農産物
高　知 ○ ○ ○ 食料品
福　岡 ○ ○ ○ 工業製品
佐　賀 ○ ○ － 食料品
長　崎 ○ ○ ○ 食料品
熊　本 ○ ○ － 農産物
大　分 ○ ○ － 卵
宮　崎 ○ ○ ○ 農産物
鹿児島 ○ ○ － 鶏肉
沖　縄 ○ ○ ○ 飲料・雑貨

セ
ミ
ナ
ー
で
活
用
す
る﹁
価
格
交
渉
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂お
よ
び

運
送
委
託
者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
一
部
。な
お
、こ
れ
ら
の
刊
行
物
は
、

国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
能

荷
主
関
係
団
体
に
配
布
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

この金額じゃなきゃ次の仕事は任せられないよ。

一方的に低い運賃・料金で
運送委託等を行っていませんか？

法令違反となるおそれがあります!!
運送委託者が運送事業者との十分な協議なしに通常支払われる運賃・料金より著しく低
い運賃・料金を不当に定めることは、下請法・独占禁止法に違反するおそれがあります。

運賃・料金の設定に際して、運送事業者と十分に協議していますか。

運送委託者の事情のみで運賃・料金の引き下げ要請をしていませんか。

原価を踏まえた見積をもとに協議を行い、運賃・料金を設定する。また、定期的に協議の上、運賃・料金を見直す。

燃料価格上昇など突発的な事態に際しては、随時協議により運賃・料金を見直す。

要注意！ チェックポイント

こんな取引を目指しませんか？

Check
point!
Check
point!

せっかく
出しても…

運送委託者の方へのお知らせ

本件に関して取引に支障が出たら
右記までご連絡ください。 国土交通省 適正取引相談窓口 連絡先は裏面をご覧ください

● 労働時間のルール「改善基準告示」厚生労働大臣が定めた基準です

● 荷主勧告制度の概要

拘 束 時 間
（始業から終業までの時間）

・1日　原則 13時間以内　
　　　　最大16時間以内（15時間超えは１週間2回以内）
・1か月　293時間以内

休 息 期 間
（勤務と次の勤務の間の自由な時間）

・継続８時間以上

運 転 時 間 ・2日平均で、1日あたり9時間以内　　
・2週間平均で、1週間あたり44時間以内

連 続 運 転 時 間 ・�4 時間以内

過労運転への荷主の関与が判明すると
荷主名が公表されます

荷主の皆様へ ご存知ですか？
トラックドライバーの

労働時間のルールを

荷
主
の
主
体
的
な
関
与
が

認
め
ら
れ
る
場
合

過労運転防止違反
最高速度違反
過積載運行　等

荷主からの
労働時間等の
ルールを無視した
指示・強要

違反行為

荷主勧告
荷主名及び

事案の概要を公表

（貨物自動車運送事業法第 64条）

国土交通省から荷主勧告書が発出されます

詳しくは厚生労働省のHP（http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/kantoku/040330-10.html）をご覧ください。

働きやすいトラック運送業を目指して!

ノウハウ・ハンドブック
価格交渉
トラック運送事業者のための

取引条件の改善に向けて法令違反となる取引行為や必要な価格交渉ノウハウを掲載

附帯業務に対して料金を
支払っていますか?

法令違反となるおそれがあります!!
運送委託者が契約にはない役務を無償で運送事業者に提供させることは、下請法・
独占禁止法に違反するおそれがあります。

契約にない附帯業務を無償で要求していませんか。

運送以外の附帯業務に対して、適切な対価を支払っていますか。

契約時に十分な協議の上、附帯業務の範囲、費用負担等を明確化し、書面化する。

合意内容を定期的に見直し、実際の業務と齟齬があれば、十分な協議の上で契約を改める。

要注意！ チェックポイント

こんな取引を目指しませんか？

Check
point!
Check
point!

運送委託者の方へのお知らせ

附帯業務は
させられるのに、
お金もらえないん
だよな…

倉
庫
内
の
棚
に
貨
物
を
入
れ
る
。

運
送
終
了
後
の
貨
物
を

方
面
別
等
に
分
け
る
。

貨
物
に
値
札
等
の
ラ
ベ
ル
を
貼
る
。

積
み
下
ろ
し
場
所
か
ら
貨
物
を

移
動
さ
せ
る
。

附
帯
業
務
の
例

棚
入
れ

仕
分
け

ラ
ベ
ル
貼
り

 

横
持
ち

本件に関して取引に支障が出たら
右記までご連絡ください。 国土交通省 適正取引相談窓口 連絡先は裏面をご覧ください

望ましい取引のあり方、
生産性向上方策等について紹介

トラック運送における生産性向上セミナー

表  生産性向上セミナー開催スケジュール

会　場 日　時 場　所

札　幌 2 月28 日㈫
13:00 ～ 16:30 TKPガーデンシティ札幌駅前

仙　台 2 月20 日㈪
13:00 ～ 16:30 TKPガーデンシティPREMIUM 仙台東口

新　潟 3 月3 日㈮
13:00 ～ 16:30 万代シルバーホテル

大　阪 2 月22 日㈬
13:00 ～ 16:30 TKPガーデンシティ大阪梅田

広　島 2 月24 日㈮
13:00 ～ 16:30 TKPガーデンシティPREMIUM 広島駅前

高　松 2 月23 日㈭
13:00 ～ 16:30 高松センタービル

福　岡 3 月2 日㈭
13:00 ～ 16:30 TKPガーデンシティ博多新幹線口

※東京は２月14日、名古屋は２月16日に開催

「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善
地
方
協
議
会
」に
お
け
る

平
成
28
年
度
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業（
実
証
実
験
）の

実
施
集
団
選
定
状
況

1面に関連


